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令和２年３月三種町議会定例会会議録 

 令和２年３月１２日三種町議会を三種町議会議場に招集した。 

 

一、出席した議員は、次のとおりである。 

     １番  三 浦   敦    ２番  平 賀   真 

     ３番  伊 藤 千 作    ４番 

     ５番  児 玉 信 長    ６番  清 水 欣 也 

     ７番  加 藤 彦次郎    ８番  後 藤 栄美子 
     ９番  成 田 光 一   １０番  大 澤 和 雄 
    １１番  高 橋   満   １２番  工 藤 秀 明 
    １３番  堺 谷 直 樹   １４番  安 藤 賢 藏 
    １５番  小 澤 高 道   １６番  金 子 芳 継 

 

一、欠席した議員は、次のとおりである。 
    なし 

 

一、遅参した議員は、次のとおりである。 

    なし 

 

一、早退した議員は、次のとおりである。 

    １４番  安 藤 賢 藏 

 

一、地方自治法第１２１条の規定により、説明員として出席を求めた者並びに委任を受

け出席した者は、次のとおりである。 

 

町 長  田 川 政 幸  副 町 長  檜 森 定 勝

総 務 課 長  石 井 靖 紀  企 画 政 策 課 長  金 子  孝

税 務 課 長  金 子 英 人  町 民 生 活 課 長  高 橋  泉

福 祉 課 長  加 賀 谷  司  健 康 推 進 課 長  佐 々 木 恭 一

農 林 課 長  寺 沢 梶 人  商工観光交流課長  桜 庭 勇 樹

建 設 課 長  進 藤  敦  上 下 水 道 課 長  近 藤 光 明

琴 丘 総 合 支 所 長  工 藤 一 嗣  山 本 総 合 支 所 長  工 藤 伸 也

会 計 課 長  平 澤 仁 美  教 育 長  鎌 田 義 人

教 育 次 長 補 佐  木 村 将 来  農業委員会事務局長  佐 藤 慶 一

 

一、本会議の書記及び職務のため出席した職員は、次のとおりである。 

議 会 事 務 局 長  後 藤  誠  議 会 事 務 局 主 査  池 内 和 人

議 会 事 務 局 主 事  近 藤 亜 美     
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一、本日の会議に付した事件 

 第１ 一般質問 
 

議長 金子芳継は、令和２年３月１２日、出席議員が定足数に達したので、本会議を開

会する旨宣告した。（午前１０時００分 開会） 

 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 おはようございます。 
 本日の出席議員数は１５名であり、定足数に達しております。 
 本日の会議を開きます。 
 日程第１．一般質問を行います。 
 順次発言を許します。 

 １０番、大澤和雄議員。１０番、大澤議員。 
１０番 （ 大澤和雄 ） 

 私からは、さきに通告してあります２点について質問をさせていただきま

す。 

 まず初めに、地上配備型迎撃システム（イージス・アショア）の配備につ

いてであります。 

 政府が秋田市新屋地区を候補地として配備を進めていた、地上配備型迎撃

システム（イージス・アショア）の設置には秋田市民だけではなく、県内多

くの県民の反対の声が上がり、現在の情勢では新屋地区への配備の可能性は

かなり低いように思われます。 
 秋田県にこうしたミサイル基地を設置すること自体に反対でありますけれ

ども、新屋地区への配備が困難となった場合、三種町にある自衛隊の射撃場

周辺が候補地となるのではと危惧するものであります。 
 平成３０年９月議会でも、このことについて質問した際に町長は、三種町

にそのような動きはない、三種町にイージス・アショアを配備させることに

は反対であるとの見解を示しております。 

 三種町への設置等の動きは今も全くないのか、また町長の見解は今も変わ

りはないのか、このことについて町長の見解を伺いたいと思います。 

 次に、２点目の、新型コロナウイルスへの対応と影響についてでありま

す。 
 政府は、全国の小中学校、高校や特別支援学校を３月２日から休校するよ

う要請いたしました。これを受けて、町内小中学校も２日から臨時休校とす

ることが報道されました。このことについては、町長の行政報告でも述べら

れており、卒業式についても規模を縮小して開催することとしたとありま

す。突然の休校となったことについて、学校や児童生徒や保護者への対応は

どうだったのか。特に、保護者の方は学校が休校になっても職場との関係な

どで、子供が休んで対応するのが困難な方もいたのではと心配する声も上が

っておりましたが、これらの対応はどうだったのか伺いたいと思います。 
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 また、突然の休校要請で学校給食関係はどうなのか。既に食材など年度内

の発注を終えたものもあるのではないか。これらのことについて心配したわ

けでありますけれども、その後、委員会審査のときに、納入業者へキャンセ

ルしてもらったということでありました。いずれ、納入業者の方にも大きな

打撃となったことと思います。今後の学校の再開への対応、また学校給食

等、これらの対応はこの後どういうふうに考えておられるのか伺いたいと思

います。 

 また、小中学校の突然の休校によって、放課後児童クラブでの受け入れも

限界があるのではないかと考えておりますが、これらの対応はどのようにな

っておられるのか伺いたいと思います。 
 また、当議会に一般質問通告書を提出した３月２日時点では、秋田県では

新型コロナウイルスの感染者が確認されておりませんでしたので、通告書に

もそのように記載しておりますけれども、その後３月６日に秋田県でも新型

コロナウイルスに感染していることが確認されたと発表しております。全国

的に、感染経路が追跡調査で判明した事例も報道されておりますけれども、

感染経路がわからない患者も増加していることから、町民の間でもいつどう

いう形で感染するのか、不安の声が広まっております。町は、３月３日に新

型コロナウイルス感染症対策本部を設置しておりますけれども、町として正

しい情報を見きわめ、今できる感染予防対策などの情報提供に努めるべきと

考えております。このことについては、さきの行政報告でも述べられており

ますけれども、これらの対応について伺いたいと思います。 

 また、新型コロナウイルスの感染への不安により、町内の観光、特に森岳

温泉のホテルなどへの宿泊客の減少など影響が出てくるのでは大変危惧して

おります。関連業者との情報交換、相談などに対応していかなければならな

いと考えております。さらに、状況によっては何らかの支援も検討すること

も視野に入れて対応していかなければならないと考えております。秋田県で

は、県制度融資の経営安定資金に新型コロナウイルス感染症対策枠を設け、

９日から取り扱うと報道されております。これら県の対応を見据えつつ、町

としてもさまざまな対応を検討していかなければならないと考えておりま

す。これらの対応について伺いたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 おはようございます。 

 １０番、大澤和雄議員のご質問にお答えをいたします。 

 初めに、地上配備型迎撃システム（イージス・アショア）の配備について

お答えいたします。 
 ご承知のとおり、この問題につきましては、県内の多くの市町村議会にお
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いて新屋演習場への配備反対の請願が採択されております。また、本年１月

に秋田県知事それから秋田市長から防衛大臣へ、２月には自民党秋田県支部

連合会幹部からも官房長官と防衛大臣に対して、新屋演習場への配備は困難

との申し入れがなされております。 
 防衛省による調査結果の数値ミスなどの発覚により再調査を行っている状

況でありますが、新屋配備が困難な場合、当町の射撃場を配備候補地とする

町への調査、照会等は全く受けておりません。 

 平成３０年９月定例議会での大澤議員、令和元年６月定例議会での安藤議

員からのご質問でも申し上げましたのが、有事の際にテロやミサイル攻撃の

標的になるおそれや、レーダーの人体への影響の有無など、地域、住民の不

安が解消されないままでの配備には大変問題があると認識しており、現在も

その考えに変わりはございません。 

 今後も、国や県、県内市町村の動向も見守りながら、町民の生命、安全が

脅かされることのないよう、必要な対応を取ってまいりたいと考えておりま

す。 
 続きまして、新型コロナウイルスへの対応と影響についてお答えいたしま

すが、私からは、放課後児童クラブなどのご質問にお答えし、学校関係の対

応につきましては、この後、教育長よりご答弁申し上げます。 

 初めに、放課後児童クラブにつきましては、厚生労働省からの２月２７日

付事務連絡で、共働き家庭など留守家庭の小学校に就学している子供を対象

としており、特に小学校低学年の子どもは留守番をすることが困難な場合が

あると考えられることから、感染の予防に留意した上で、原則開所していた

だきたい旨の通知がございました。 

 本町におきましても、現在、３月２日から４月５日までの月曜日から金曜

日、午前７時３０分から午後７時まで、児童クラブを開所して対応しており

ます。 
 ３月２日からの利用状況でありますが、町内６箇所の児童クラブ合計で１

日平均６０名の利用があり、小学校の授業がある通常日の利用状況と比べ、

３割程度の利用状況となっております。現在、利用する児童が少ないことか

ら、今後も児童クラブの運営には支障がないものと考えておりますが、利用

者がふえた場合は、教育支援員の配置や学校の一部を開放するなどし、対応

したいと考えております。 
 次に、感染予防対策などの情報提供についてお答えいたします。 

 全国的な感染拡大により、政府がイベント自粛や学校の休校を要請したこ

とから、町としても対策を協議し、３月３日に新型コロナウイルス感染症対

策本部を設置しております。３月５日には第２回目の本部会議を開催し、各

課での情報の共有や正確な情報発信に努めることを確認しておりましたが、

３月６日、県内での初の感染者が確認されたことを受け、翌７日に第３回目

の本部会議を開催いたしました。 
 町民の皆様へは、広報みたね３月号やホームページでもお伝えしておりま
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すが、改めて手洗いや咳エチケットなど感染予防に努めていただくようお願

いしているところでございます。 

 次に、観光産業への影響及び対応についてお答えいたします。 
 １月以降の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、観光産業においては宿

泊予約や宴会のキャンセルなどにより、経営に深刻な影響が出ているものと

認識しております。 

 国では、新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者を対象に、セー

フティネット保証、貸付等の資金繰り支援や労働者の休業手当等の助成を行

う雇用調整交付金の特例措置を講じることとしているほか、県でも業績悪化

の企業支援として、緊急の融資枠を設け資金繰りを支援すると発表しており

ます。 
 こうした新型コロナウイルス感染症の影響による企業支援情報は、随時町

のホームページを通して事業者の皆様へ情報提供を図り、また各種支援策の

ご相談に対応してまいりたいと考えております。 
 また、過去において東日本大震災時には町単独での復旧支援資金の利子補

給を行った実績もあり、今回も町として業績が悪化した企業の資金繰り対策

を含め、今後、町独自の支援策を検討する必要があるものと考えておりま

す。 

 私からは以上でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 それでは、私から、新型コロナウイルスの学校関係の対応についてお答え

いたします。 

 ２月２７日、政府は３月２日から全国全ての小中及び高等学校、特別支援

学校などについて、春休みに入るまでの期間、臨時休校とする要請を発表し

ました。 
 これを受けて、本町としては町内小中学校を３月２日から３月１９日まで

臨時休校とし、また、卒業式については簡略化のため来賓の出席を求めない

ことなどを決定しております。 

 今は、感染拡大を抑制するための重要な時期であり、子供たちの健康と安

全を守るための対応でありますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 学校給食については、３月分の約１万２，０００食、３１０万円分の食材

を発注しておりましたが、２月２８日の決定を受け、直ちに関係業者と連絡

を取り、納入業者の了解のもと、全てキャンセルとさせていただいておりま

す。 

 なお、児童生徒、保護者への対応といたしましては、臨時休校とそれに伴

う高校入試、卒業式、部活動等の対応については、先月２８日に各学校より

速やかに通知やメールにより連絡をとり、大きなトラブルもなく実施してき

ております。 
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 共働きなど留守家庭の世帯については、放課後児童クラブで対応しており

ますが、今後の状況いかんにより、各小中学校で受け入れ等の対応ができる

よう準備を進めてまいります。 
 以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 １０番、大澤和雄議員の再質問を許します。１０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 まず、放課後児童クラブので今答弁されておりましたけれども、非常に、

突然の休校で放課後児童クラブに集中するのではないかと。それで、そこか

ら逆に感染が広まるのではないかという、非常に全国的にそういう声が、心

配する声が高まっていたんですけれども、当町では逆に、休校とともに、そ

のまま放課後児童クラブに行ったのが、学校も休みなので逆に減少したとい

う形なので、それはまず過密状態にならなくてよかったなとは思っておりま

す。今後も、いずれ、そうした適切な対応に努めていただければと思ってお

ります。 

 いずれ、いつ終息するのかわからない、きょうの報道でも、いわゆるＷＨ

Ｏがパンデミック、世界流行ということを発表して、本当に大変な状況にな

ってきているなと思っております。ただ、これは報道によれば、世界的なさ

らなる流行の拡大ということでこのパンデミックを発表したのではなくて、

いわゆる世界的に連携してこれを何とか防ぎたいという、そういう意図のも

とでのパンデミックの発表だということも言っておりました。引き続き、当

町においても冷静な対応、冷静な判断ということを、そして的確な情報を町

民に知らせていくということが非常に大事ではないかなと思っております。 

 それで、きのう、備蓄用のマスクについてちょっと触れておったんですけ

れども、ほんのわずかということのようですけれども、基本的に対策本部を

立ち上げたのは、いわゆる備蓄用のマスクはいわゆる基本的には、三種町の

地域防災計画に沿った一般災害、あるいは震災における感染症対策の一つと

してマスクも多少は備蓄しているということなのでしょうかね。その辺はど

うなんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 それでは、私の方からお答えいたします。 

 現在、災害対策用で備蓄している物でございますので、感染症対策での備

蓄ではございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 そうすると、地域防災計画に沿った分の備蓄ということで、感染症対策で
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はないということのようですけれども、そうすると、今回コロナウイルスの

対策本部を立ち上げた根拠となったのは、新型インフルエンザ等対策行動計

画に沿って、即座に早い対応で対策本部を立ち上げたと思うんですけれど

も、そのことについて間違いないでしょうか。ちょっと、確認したいんです

けれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
 それこそ、新型コロナウイルスが発生して、新型インフルエンザ等対策行

動計画に沿って対策本部を立ち上げております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 わかりました。これは、行動計画の全体なんですけれども、ただこの中

に、今回のようにマスクとかの備蓄とかそういう備品等についての部分とい

うのは、あくまでも行動計画で、そういうことは全然盛られていないんです

よね。ですから、これは大いに今回のことを反省して、そういうことも含め

た行動計画というものを定めていかなければ、やはり対応できないのではな

いかなと。いわゆる、防塵防護服とかあるいは特にこの三種町にはいろいろ

な介護施設等もありますので、そういったところも大いに不足したという場

合に、町が何らかの対応ができるような体制もつくっていかなければならな

いのではないかなと。あと、そこの行動計画を見て、非常に今後、大いにこ

れは見直していかなければならないのではないかと思っているんですけれど

も、その辺はどうなんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
 確かに、新型インフルエンザ等対策行動計画については、具体的にそうい

う、町として備蓄する物品については詳しい記載というものはございません

けれども、ただマスク等については、この行動計画の中では個人が備蓄、用

意するものとうたわれております。実際、医薬品等、そちらの関係について

備蓄するという捉え方をしておりますので、今後またこの新型コロナウイル

スの関連でその辺の見直し等が必要になってくれば、その辺を検討していき

たいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 この行動計画の３３ページに、確かに住民、事業所、福祉施設等に対し、
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マスク着用、咳エチケット、手洗い、うがい、人混みを避ける、時差出勤等

の基本的な対策等を強く勧奨すると、こういう形で触れておるんですけれど

も、いずれ、ただこれだけじゃない、住民や事業所あるいは一般町民がどれ

だけそれぞれ対応して備蓄できるかというと、非常にそれは難しい、困難な

部分もあると思うんです。ぜひとも、そういったことも踏まえた町の行動計

画といいますか、そういうことも、改めて考えていただければと思います。

特に、先ほども申し上げましたけれども、三種町には養護老人ホーム等高齢

者施設が、介護施設等ありますけれども、全国でも高齢者施設で高齢者が亡

くなったり、非常にこういった方に被害が拡大しているという状況もありま

すので、この行動計画の中にも、病院や高齢者施設等の基礎疾患を有する者

が集まる施設や多数の者が居住する施設等における感染対策を強化するよう

要請するとありますけれども、要請だけではなくて、実際に出向いていって

相談に乗るとか、何か困っていることはないのか、そういった対応もぜひと

も、そういう犠牲者が出る前にですね。県内では２例しか出ていないんです

けれども、未然にいろいろな相談に乗ったり、対応して、未然に防ぐという

か、そういうことも必要なのではないかと思うんですけれども。この要請だ

けではなくて、そうした対応ということについてはどのように考えておられ

るのか。ぜひとも、そういったことも行動に起こしてもらいたいなと思うん

ですけれども、その辺はどうなんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 

 確かに、高齢者施設等には国、県からの通知等、町としてもそのように注

意喚起の要請はしておるわけですけれども、実際に健康推進課のほうに施設

から相談があったという事例は現在のところ受けておりませんので、まずそ

ういう相談があれば随時対応していきたいと考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 そういうことも視野に入れて、施設が結構三種町内にありますので、そう

いったところから絶対に被害者が出ないように、十分配慮していただければ

と思います。 
 三種町のホームページにも、いろいろと書かれているんですけれども、町

に実際町民から心配だとか、検査するにはどうしたらいいかとか、そういう

相談は来ているのかどうか伺いたいんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
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 電話等での相談といいますか問い合わせは何件かありました。ただ、内容

については、それこそ三種町に発生者がいるのではないかというような内容

でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 そうした場合に、政府は、医療保険を提供するに当たって全てどこの病院

でもそういう申し込みがあればできるような、ちょっと誤解を生んだような

ところがあるんですけれども、実際にはそうではなくて、このホームページ

にもありますけれども、基本的には秋田帰国者接触者相談センター、ここに

相談してくださいとホームページでも載っているんですけれども、それは、

町としてそういう相談が来た場合にこちらを紹介して、こちらに直接問い合

わせてくださいということになるんでしょうか。それぞれが勝手に病院に行

ってみてくださいというわけにはいかないということだと思うんですけれど

も。この辺の、どういう対応ができるのかどうか教えていただきたいんです

けれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
 実際にご相談があった場合は、町のホームページにも載せておりますとお

り、帰国者接触者相談センターに連絡していただいて、そちらの指示をもっ

て、感染者と疑われる場合はそちらの指示に従って感染者対応の病院へそれ

こそ行っていただいて、そちらのほうで検査を受けていただくことになりま

す。あくまでも、今回のコロナウイルスに関しましては、それこそ感染症と

いうことで、かなり、ワクチン等、薬もまだ現在開発されておりませんの

で、あくまでも感染が広がらないように相談センターのほうの指示に従って

動いてもらうことになります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 その辺のところはやっぱり周知しないと、ちょっと心配だといって能代市

内にある大きな病院とかに直接行かれる方もいると思うんですよね。ですか

ら、その辺は、あくまでも、じゃあそれですぐ検査できるかというとそうい

う体制にはなっていない、今答弁されたとおり秋田帰国者接触者相談センタ

ーに問い合わせて、そちらの指示に従ってということなので、その辺もよく

町民に周知していただければなと思っております。 
 次に、先ほどちょっと、教育長は特別な混乱はないということなんですけ

れども、きょうの新聞で休校分の学校給食費を返還するという、県もそうい

う対応をして、各市町村にもそれを通知するような報道がなされているんで
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すけれども、何人か分、これ返還するということ、何日か分、各保護者に返

還するということになるのでしょうか。この辺はどうなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 

 現在、ご質問にありました県からの通知等はまだ来ておりませんが、そち

らを早急に確認いたしまして、現在のところ町ではそれを受けて、３月中の

分については返還を予定しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 返還を予定しているということですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 はい、そのとおりでございます。（「はい、わかりました」の声あり） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 次に、いわゆる町内の、特に森岳温泉のホテルについては、私は本当に、

非常に、学校の宿泊がまず８９０人ですか、影響が出たということで、非常

に大きい影響があって、まさにホテルの経営、存亡にかかわるような状況に

なっているのではないかなと非常に危惧しているわけなんです。町長も、水

道、下水道料金の減免ですか、それは実施するというような報道が出ていた

んですけれども。あれは、いずれ何らかの減免はするようなこと出ていたん

ですけれども、それはどうなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 確かに、経営する２社からお願いをされて、要請をされております。た

だ、今現段階では前向きに検討するという状況でありまして、決定とまでは

まだしておりません。今まだ、国、県のほうの支援対策、そういうところが

今、日々矢継ぎ早に出てきておりますので、そういうところもしっかり見き

わめた上で、慎重にかつ前向きに検討したいと、そのように考えておりま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 何か報道ではもう町長はそれもう決まったような、実施するような、何か
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そういうかなり強い感じで報道されていたんですけれども。まだ、じゃあ決

まってはいないわけなんですか。わかりました。いずれ、そういうことも検

討していただきたいなと思います。 
 委員会でも、ちょっとそのことについて、補助ということについてご意見

が出たんですけれども、いわゆる宿泊費の補助制度、学校の合宿ですか、そ

ういった補助制度、実施しているんですけれども、今回の一般質問の中でほ

かの議員の方が質問しております、いわゆる除雪費についての一部補助とい

うか、そういった制度と同じように、今回全てキャンセルになってあと全然

収入がなくなったということだけではなくて、宿泊費の一部助成ということ

も考えてはどうかと、そういう意見も出たんですけれども。そういった考え

はあるのかどうか伺いたいんですけれども。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、宿泊費の補助ということで、近隣の男鹿市あたりはそういう検討

をしているという新聞報道もございました。いずれ、この新型コロナウイル

スがまず終息しないとなかなかお客さんは来ないだろうということで、まず

当面の資金繰り対策として、国なり県なりのセーフティネット保障貸付をま

ず業者さんにご相談していきたいなと考えております。いずれ、宿泊補助に

ついては、近隣団体の状況を見ながら、今後検討してまいりたいと考えてお

ります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番。 

１０番 （ 大澤和雄 ） 

 町独自にあれもこれもといっても、予算を伴うものですから。ただ、これ

が非常に、３月に入ってからここ１週間、ここ１週間というそういう報道ば

かりなされているんですけれども。どうも長期化するという見通しが、おお

よその見通しで、すぐに終息するのかどうかは非常にわからない状況で、本

当に先行きが不透明な中で、ホテルの経営者というのは大変な状況にあると

思いますので、ぜひとも町独自の支援策というものを検討していただければ

と思っております。県の制度、融資にしても、融資限度額５，０００万円、

通常枠８，０００万円とは別枠で貸し付けると。貸し付けが１０年以内、据

え置き２年ということで、通常より０．２％低い、年１．５％で貸し出すと

いうことで、こういうことも大いにホテル業者の方も、こうした支援策を利

用しながら、何とか頑張ってほしいなと思いますけれども。町としても、こ

うした制度、もちろん国の制度もありますけれども、そうしたことを見据え

ながら、町としてもできる支援をぜひとも検討しながら対応していただけれ

ばと思っております。その辺はどうなんでしょうか、町長、再度、いろいろ

な組み合わせで、今後の終息がなかなかつくめどがない中で、本当に業者が
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持ちこたえられるかどうかさえわからないような、本当に不透明な状況なん

ですよね。ぜひとも、そうしたことを踏まえながら、いろいろな対応という

か、相談なりやっていただければと思いますけれども。その辺、答弁をお願

いいたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 国及び県では、資金繰り対策としていろいろ低利の貸し付け枠を設けて進

めておりますが、国の今回の第２弾のやつでは無利子無担保のものも創設さ

れておりますので、そういうものを観光業の皆様に情報提供して、そういう

ものでまず当面しのいでいただければとも考えておりますが、いずれ給付型

の補助金とかそういうものについては、いずれ今後、他団体の動向とかを考

慮しながら検討してまいりたいと考えております。（「終わります」の声あ

り） 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １０番、大澤和雄議員の一般質問を終わります。 
 次に、１５番、小澤高道議員の発言を許します。１５番、小澤高道議員。 

１５番 （ 小澤高道 ） 

 おはようございます。 
 私からは、２点について壇上での質問をいたしたいと思います。 

 まず、１点目、町の除雪体制について。 
 これまで経験したことのない暖冬、降雪不足で、私たち町民は屋根の雪お

ろし、除雪も本当に楽な年となりましたが、除雪を請けている業者が苦境に

立たされているという話が出ております。 
 町直営での雇用されている方には、休業補償なるものが支給されていると

聞いておりますが、委託業者には何もないという現実が、この異常気象によ

ってオペレーターの確保が困難に直面しているとのことです。毎月の生活費

も稼げない現実となっていると。そこで、この異常気象に対応した対策を考

えたらどうでしょうか。 
 ２点目です。生活道路の整備について。 
 下岩川地区の県道４号線が陥没して、道路周辺の家屋の揺れがひどい状況

となっているので、まず館の下から向達子までの道路状況の把握を早急に確

認していただきたい。 
 今、三種川改修が進み、地区としても喜んでいるところです。しかし、狭

隘な道路ということで傷みが激しく、この冬場から大型トラックの交通量が

非常に多くなり、生活に支障を来している状況です。河川改修終了後と思っ

ておりましたが、早急の対応を望みます。 
 以上であります。お願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １５番、小澤高道議員の壇上での質問が終わりました。 
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 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、１５番、小澤高道議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、除雪委託業者に対し異常気象に対応した対策についてお答えいた

します。 
 今年は、記録的な暖冬により本町においても降雪量が少なく、除雪機械の

稼働時間も限られたものとなり、この結果、委託業者への除雪費の支払いは

前年度に比べかなり少ないものとなっております。 
 現在、町と委託業者との間で交わしている道路除雪等業務委託契約では、

委託期間内において除雪機械１台当たりの稼働時間が２０時間に満たない場

合は、その差額分を委託業者へ支払うことになっておりますが、次年度以降

については、県及び県内各市町村の状況や委託業者の意見を聞きながら、除

雪体制の安定的な運営を図るため、見直しを検討してまいりたいと考えてお

ります。 
 続きまして、県道能代五城目線の道路整備についてお答えいたします。 
 現在、下岩川達子地内において三種川河川改修工事が行われており、工事

用大型車両の通行量の増加による県道の破損が著しく、地域住民にご不便を

おかけしている状況であると認識しております。 

 町としても、ご指摘の道路区間につきましては、部分的道路補修では対応

が困難な状況であると判断されることから、道路管理者である秋田県に対し

現状を説明し、早急な対応をお願いしてまいります。 

 以上でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 １５番、小澤高道議員の再質問を許します。１５番。 

１５番 （ 小澤高道 ） 

 体制を見直してくださるということなんですけれども、この対策には私は

２点についてあるのではないかと思っています。１点は、委託業者の車検、

保険など必要経費分の部分がまず１点で、２点目に稼働時間の少ないオペレ

ーターの確保にかかわる経費分ということで、これらを含めた対応を求めた

いと思っていますが、それについてどうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 先ほどの町長の答弁にありました最低の２０時間、その根拠となるもの

が、まず機械１台を１年間保有して維持していく、車検、保険等をもとにし

た額を、おおよそ２０時間分であればその分で賄えると、そういう基準とし

て２０時間を設定しております。先ほど、議員ご質問の中で直営のオペレー

ターに対する休業補償と申し上げましたけれども、私どもとしては休業補償
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ではなく待機分、要は町で直営のオペレーターをまず２４時間縛りをかけて

いる状態ですので、まずすぐ連絡がつけば我々の要請に対してすぐ出動でき

るような体制をとってもらう、そのための待機料でございます。ですから、

業者委託している分に関しましては、必ずその業者のほうでオペレーターを

雇用して、そちらのほうの支払いは我々は関知はしておりませんので、果た

してそちらのほうのオペレーターまで町で縛りをかけることができるか否

か、それに尽きると思いますので、現在のところは業者委託に関しましてそ

の待機料の支払いは考えてございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １５番。 

１５番 （ 小澤高道 ） 

 これについて、やっぱり今回のような異常気象ということで、やっぱり条

件を付して、特別ルールといいますかそういうのを構築するべきではないか

と思いますがどうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 いずれにせよ、今年度のような冬はまず異常だと我々は認識しておりま

す。このような状態がずっと続くようであれ、常体的な、こちらの降雪量に

なれば、それはやっぱり考えなければならないものですし、議員今おっしゃ

いました特別な例であれば、それは考慮することは必要かと思われます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １５番。 

１５番 （ 小澤高道 ） 

 いずれ、今回のような異常という面を踏まえて、一定のルールに縛られる

のではなく、やっぱり今回は特別ということで、異常という観点から今回特

別な枠を設けるということで、ぜひ進んでいっていただきたいと思います。 
 ２点目ですけれども、早急な対応をしていただけるということですが、こ

れは私、今、生活道路ということで町で質問していますが、これやっぱり、

行うのは県ということなのでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 管理者が秋田県でございますので、工事の施工は秋田県になります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １５番。 

１５番 （ 小澤高道 ） 

 いずれ、町からかなり強く申し入れを行っていただいて、早急に、調査よ
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りももう、ぜひ新年度で、かかっていただけるように対応していただきたい

と思いますので、そこら辺は強く要望してくださるようにお願いをいたしま

す。 
 以上で終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １５番、小澤高道議員の一般質問を終わります。 

 次に、９番、成田光一議員の発言を許します。９番、成田光一議員。 

９番 （ 成田光一 ） 

 それでは、私のから、先に通告してありますガバメントクラウドファンデ

ィングの取り組みについて、１点について質問させていただきます。 
 ガバメントクラウドファンディングを町として取り組んでみませんか、と

いう提案であります。 

 そもそもクラウドファンディングとは、群衆と資金調達を組み合わせた造

語であります。不特定多数の人がインターネットを通じて他の人々や組織に

財源の提供や協力を行う仕組みであります。 
 例えば、地域の町おこし支援、芸術文化支援、動物愛護の支援、小児医療

の支援など、さまざまな分野で活用がされております。 
 日本では東日本大震災が契機となり、支援したお金がどのように使われる

かがわかるため、また、少ない額から気軽に寄附ができているので注目され

るようになったようであります。 
 世界のクラウドファンディング市場は、急激な成長傾向にあると言われて

おり、日本国内においても２０１４年に環境整備が行われて、その普及に弾

みがついているようです。既に、サイト上で見ますとさまざまな取り組み例

が紹介をされております。 

 では、ガバメントクラウドファンディングとは何なんでしょうか。調べて

みますと「使い道に共感しふるさと納税を利用して行うクラウドファンディ

ング」とか、「全ての寄附がふるさと納税の対象となる、政府（自治体）が

行うクラウドファンディング」などと説明をしているサイトもあります。つ

まり、自治体が推進したプロジェクトをＰＲして寄附を募る仕組みでありま

す。 

 これまでのふるさと納税は、返礼品をＰＲして寄附を募る性質であります

が、ガバメントクラウドファンディングは事業内容に共感をしていただき寄

附を募ることとしております。先ほども述べましたが、自分の寄附をしたお

金が何に使われるかがはっきりしているため、支援がしやすいので注目をさ

れてきているようです。 

 今後、町の財政は年ごとに逼迫していく状況にあり、事業などにおいて

は、今以上に創意工夫が求められます。ふるさと納税の進化型とも言えるガ

バメントクラウドファンディングに取り組んでみてはいかがでしょうか。町

の考えを聞かせてください。 
 また、現在行っているふるさと納税の寄附額及び件数の推移状況、それに
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対する返礼品の状況などを聞かせてください。 
 以上で壇上からの質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番、成田光一議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、９番、成田光一議員のご質問にお答えいたします。 

 現在、町で行っているふるさと納税は「自然環境を守る事業」「福祉向上

と健康づくり事業」など６つの事業の中から、寄附者が希望する事業を指定

した上で寄附をしていただく制度となっております。いただいた寄附金はふ

るさと元気づくり基金に積み立て、翌年度以降、寄附者が指定した事業に割

り当てて活用させていただいております。 

 一方、ガバメントクラウドファンディングは、議員のおっしゃるとおり、

自治体が具体的な事業を提示し、その事業内容に共感していただいた方々か

ら寄附を募るものであります。全国的には動物愛護、自然環境、子供の貧困

対策、文化財保護等社会的に意義がある事業に対し寄附が集まっているよう

であります。 
 ふるさと納税がこれほどまでに定着してきている理由の一つとして、返礼

品の魅力という側面もあるため、今後も返礼品のＰＲとあわせて共感を得る

魅力的な事業創出を心がけ、ガバメントクラウドファンディングも念頭に置

きながら、今後のふるさと納税事業に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 
 次に、寄附額、件数の推移状況につきましては、いち早くポータルサイト

での募集を開始した平成２７年度が、件数、額ともにこれまでの最高であ

り、寄附件数約８，９００件、寄附額は、約１億１，０００万円となってお

ります。平成２８年度以降、昨年度までは、寄附件数は４，０００から５，

０００件台で推移し、寄附額は５，０００万円から７，０００万円台となっ

ております。今年度は、現時点で寄附件数５，５００件、寄附額で９，５０

０万円ほどを見込んでおります。 
 また、返礼品の状況につきましては、農産物、加工品を中心に現在約１２

０品目を取りそろえておりますが、今年度は米が返礼品全体の約５５％、肉

が約２４％を占める状況となっております。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 ９番、成田光一議員の再質問を許します。９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 初めに、ふるさと納税についてちょっと聞きます。今回の行政報告でもあ

りましたけれども、昨年同期よりも件数、金額ともにふえているということ

であります。今の報告ですと、平成２７年から、下がりつつはありますが、
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今のようになってまた盛り返しているというか、そういう傾向にあると理解

しております。県内では、金額とも、昨年は全県でいくと１２位のところに

いるという報告が行政報告でありました。過去にも、１億円を超えている年

もありますので、非常にありがたい制度であるし、これからも大いにＰＲし

て活用していただきたいものだなと思います。 
 この寄附をしていただいている方々の要望、意向とか意見、こういったも

のっていうのは遂次把握しているものなんでしょうか、どうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 寄附をされた方々からの要望というのは、特段把握はしていないわけです

けれども、いろいろ、寄附する際に町のほうでも６つほど寄附の使い道につ

いて、こういうものに使ってくださいというような要望を受けながら対応し

ているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 要望を出しながらということのようですけれども、傾向としましては返礼

品がよいからとか、寄附者にとっていろいろ立場、考え方があって寄附出し

てくると思うんですが、返礼品がよいからそこに寄附するという場合とか、

また特にほかの理由があって、別にうちはこだわらないで寄附、三種町が好

きだから出しますよとか、そういうのっていうのはあるものなんですか。や

っぱり、返礼品がよいと選ぶというのが多いとかあるものなんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 やはり、寄附される方は返礼品ということが主になっているとは思われま

すけれども、ただ中には返礼品等でなくて、返礼品も要らないというような

方もおられます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 
９番 （ 成田光一 ） 

 返礼品は、町の特産品として１２０品目ほどまずあるということで、その

中から選べるということですので、これは地域振興のためにも大いに頑張っ

ていただきたい部分だと思います。 
 米が主流となってきているようですので、それはそれでまた傾向としてこ

れから町でいろいろ考えながら、お客さんに選んでいただいて多くの寄附を

募ってもらう一つの策を考えていく必要があると思いますので、どうかひと
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つその辺も試行錯誤しながら返礼品も考えていただきたいと思います。 
 この寄附金の金額、寄附の内容ですね。主に、寄附された方に対して報告

とかあるとは思うんですが、そういったときにどのように使われているかと

いうのは報告とかあるものなんですか。先ほど、町長の答弁ですと、基金に

一応入れてから使うよっていう説明だと、どこに使われるか漠然としない部

分があると思うんですが、どこまでもやっぱり性質のものなんですか、どう

なんでしょう。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 町でも、毎年寄附していただいた方々に、ふるさと納税の報告書というこ

とで、どういうふうに使ったかというような使途について報告書を送らせて

いただいております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 寄附する立場からというか、側からいきますと、やっぱり自分のせっかく

寄附した金額が三種町でどういうふうに使われているのかわかれば、これは

やっぱり非常にやってよかったなと思えるかもしれないし、そういった寄附

者との意思の疎通というものがやっぱり図れると思うんですけれども、その

辺やっぱりもっと力を入れてやるべきじゃないかなと思いますが、どうでし

ょう。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 先ほども申し上げましたとおり、寄附する段階でいろいろな、大枠の事業

ではありますけれども、こういう項目にというようなことで選んでいただい

ているということとあわせて、今申し上げましたとおり使い道について一応

報告書を送らせていただいていますので、引き続きこういうような対応で行

きたいとは考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 わかりました。幾らでも寄附する側の立場に立って、寄附してくれている

んだというそのことを、やっぱりこちらから意思伝えることが向こうにとっ

てもまた次につながることと思いますので、こちらのほうはまずそれでがん

ばっていただきたいものだと思います。 
 それで、いよいよガバメントクラウドファンディングの本題に入るわけな
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んですけれども、町長、この制度知っていましたか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 
町  長 （ 田川政幸 ） 

 一部の方からちょっとお話がありまして、私のほうでも、直接はこの事業

はわからなかったんですが、お話をいただいてからインターネット等でいろ

いろ調べさせてはいただきました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 ちょっと私もいろいろ、今回ひょんなことでこれを知ることができまし

て、勉強させてもらいました。いろいろなサイトがあって、その中から入っ

ていくわけなんですけれども、一つのサイトの例を紹介しますと、ガバメン

トクラウドファンディングとは、地方自治体がプロジェクト実行者としてイ

ンターネットを通して世の中に呼びかけ、共感した人から資金を募る仕組み

であるとなっております。民間とはまた別の制度ですね、そうしますと。サ

イトを通して自治体に寄附をすると、寄附をした人の所得税、住民税、寄附

金額に応じて一部が控除されるということになっておりまして、従来のふる

さと納税よりも具体的な使い道を示すため、寄附者にとっては透明性の高い

寄附体系を提供することができる。今までと、寄附の気持ちが変わるという

意味合いが込められています。どこのサイトを見ても、そういうふうに皆説

明していますので。やっぱり寄附する側の、ただ返礼品を求めるじゃなくて

中には返礼品要らないよっていうお客さんもいるようでして、本当に寄附し

たいという立場だけでやっているようです。そのためには、当然、プロジェ

クトの内容がしっかりしていなければならないし、それをお客さんにちゃん

と伝えていかなきゃならないわけなんですけれども、こういったことをやる

ことによって徐々に寄附金額がふえていくというのが最近の傾向のようで

す。 

 ちょっと、例を挙げますけれども、一つには、沖縄県那覇市、首里城が火

災になりました。これはちょっと特異な例かもしれませんけれども、これを

昨年の１１月１日からこのガバメントクラウドファンディングを使って寄附

を募ったそうです。昨年の１１月です。当初は、１億円の寄附設定をしたよ

うでして、３日目でもう１億円を突破したということで、７日目で４億円、

１３日目で５億円を突破したということのようです。これはもう、募金はも

う終わりましたけれども、余りにも有名過ぎる事例ですので、ちょっと参考

にはならないと思いますが。もう一つ、山形市で毎年行われている日本一の

芋煮会フェスティバルがありますが、こちらのほうは皆さんよくわかると思

います。大きな鍋ですね、あれやっぱり劣化するので交換するようでして、

今の鍋が３代目になっているようです。３０年使って３代目のようですけれ

ども、これに募る目標金額というのが２，７００万円。実際やってみたとこ
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ろ、３，０００万円を越えたということで、やっぱりイベントの中身次第で

は、予想以上の金額が集まる内容ですので、どうかひとつ町でも、当然、サ

ンドクラフトであったり、森岳温泉祭りであったりいろいろなイベントやっ

ているわけですので、そういったものに工夫しながら何とかこれから考えて

いただきたいというのがきょうの提案です。どうでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 企画政策課長。 

企画政策

課長 

（ 金子 孝 ） 

 お答えいたします。 
 今、議員おっしゃるとおり、ガバメントクラウドファンディングにつきま

しては、ふるさと納税とクラウドファンディングが一体化したようなものと

いうことでございますけれども、メリットあるいは課題等もあるようでし

て、例えばメリットにつきましては、寄附する方が自分の関心のあるプロジ

ェクトに寄附することができる、そしてふるさと納税と同じように所得税、

住民税の控除が受けられる、そして返礼品も受けることができるというメリ

ット、あるいは自治体にとってもプロジェクトに投資してもらうことでその

プロジェクトに対する社会的な関心の度合いを把握したり、プロジェクトに

対する応募者を集めたりするというメリットはあるというふうに聞いており

ます。また、課題としては、仮に目標金額に届かなかった場合でも、寄附し

ていただいている方々がいる以上は不足分を町が補塡しても事業開催しなけ

ればいけないというようなケースもあるというふうに聞いております。その

ようないろいろメリット、課題等もあると思われますので、今回議員からご

提案いただきましたガバメントクラウドファンディングの取り組みにつきま

しては、その課題等につきまして私どもも勉強させていただきながら、今後

のふるさと納税を進めていく中で考えさせていただきたいと思っておりま

す。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番。 

９番 （ 成田光一 ） 

 今、課長からあったとおり、目標額に達成しなかった場合というのがあり

ましたけれども、このガバメントクラウドファンディングですと、自治体が

主導となってやるプロジェクトです。目標金額が達成しなくても、要は残り

を税金で賄えば事業ができるだけなんです。そういう性質のものですので、

決して恐れることはない。成功するためにやるだけですので、頑張っていく

しかないものだと思います。少なくとも、今まで、ちょっとさっき言った芋

煮会の鍋の例ですけれども、それをやらないで過去に２回、自治体の税金で

鍋を２回交換しているようなんで、これ３回目のやつで三代目鍋太郎ってい

う名前をつけて今回出ていますけれども。過去２回は、これを使わないでや

っている場合は、そのまま税金が使われているということになるわけなんで
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す。それを、３回目でまずこれを知ってやることに決めて、結果として３，

０００万円のお金が寄附されたと。ありがたい話ですので。ぜひ、何をやる

にしても、足りないときは町、自治体そのものでやる場合は、決して集まら

なかったからそのプロジェクトがだめになるっていう性質ではありませんの

で、どうかその辺理解していただきたいと思います。単なるクラウドファン

ディングの場合ですと、民間がやるわけですので、目標額が達成しないとそ

れは未達成ということで、プロジェクトができないという性質のものになっ

ております。その辺、分けて考えていただきたいと思います。 
 そういったことで、これからはまず財政が非常に困難になるわけですの

で、職員一丸となって、やっぱりこういったものを利用しながら、勉強しな

がらやっていかなければならないと思いますし、時代も昔と違ってインター

ネット、今もうどこでも誰でも見れる時代ですので、情報がいっぱいありま

す。それに載せることによって、こういった寄附者というものが今までにな

いほどふえてきていることは確かですので。やっぱりそういう情報を見てい

ただけるようにするためにも、ぜひ皆さん頑張っていただきたいと思います

ので、どうかひとつ、これからこのガバメントクラウドファンディング、ど

うかひとつ取り組んでいただけるようにお願いしまして、終わります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ９番、成田光一議員の一般質問を終わります。 
 次に、２番、平賀真議員の発言を許します。２番、平賀真議員。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、私から、３月２日に通告しました次の２件について質問を行い

ます。 

 新型コロナウイルスによる社会情勢への対応をお伺いいたします。 
 新型コロナウイルスの感染拡大を受け、総理がさまざまな要請を行ってお

ります。国民の生命、健康を守ることが国の重大な責務であります。小中学

校の臨時休校、イベントの自粛等、さまざまな感染予防対策が行われており

ますが、経済活動も同時に停滞してきております。 
 総理は、休職保護者に新助成金、悪影響が生じた企業に対しては雇用調整

助成金を支援すると明言しております。町内でも影響を受けている保護者、

企業があると思いますが、実態把握に努めるべきだと思います。町で雇用契

約している職員で、影響を受けている方はどれぐらいいらっしゃるのかお伺

いします。 
 休校中、春休み中の児童を受け入れている児童クラブの実態はどのように

なっているのかお伺いいたします。 
 今後、さまざまな事案に対応するために環境整備を検討すべきと思うが町

の考えをお伺いいたします。 
 また、ウイルス対応で必需品のマスクやアルコール消毒液が入手困難な状

況が続いております。既に質問から１０日たっても現在も解消されておりま

せん。町の災害対応備蓄品の中に当該品が含まれているのかお伺いいたしま

す。さきの、大澤議員への答弁にも含まれておりましたがよろしくお願いい
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たします。 
 ２点目でございます。 
 児童生徒のスマホ・ゲーム機の使用実態をお伺いいたします。 
 児童生徒のスマートフォンの所有状況を学校では把握しているのか、また

利用実態の確認、使用への指導、注意喚起は行われているのかお伺いいたし

ます。 
 インターネット、オンラインゲーム等に依存していると思われる事例があ

るのか、また保護者からはこの点について相談等はあるのかお伺いいたしま

す。 
 今後、依存症防止対策を進めるべきと思うが、町の考えをお伺いいたしま

す。 
 以上２点、壇上からの質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番、平賀真議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、２番、平賀真議員のご質問にお答えいたします。 
 初めに、新型コロナウイルスによる社会情勢への対応についてのご質問に

お答えいたしますが、町で雇用している職員への影響に関するご質問につき

ましては、教育長からご答弁申し上げます。 
 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、観光産業のみならず、さまざまな

業種において影響が出ているものと認識しております。 
 国や県においては、新型コロナウイルス感染症で影響を受ける事業者向け

の緊急支援策を講じており、町といたしましても情報提供に努めるほか、関

係機関からの情報収集により実態把握に努め、的確な支援策を検討してまい

りたいと考えております。 
 次に、児童クラブの実態についてお答えいたします。 
 大澤議員への答弁と重複いたしますが、放課後児童クラブ全６クラブで、

合計で１日平均６０名の利用であり、小学校の授業がある通常日の利用の３

割程度の利用となっております。利用する児童が今後も少ないと見込まれる

ことから、児童クラブの運営には支障がないものと考えております。 

 次に、災害対応備蓄についてお答えいたします。 
 町の災害備蓄品にアルコール消毒液はございませんが、マスクについては

少量ではございますが備蓄がございます。 
 次に、雇用契約している職員の影響についてでございますが、町長部局に

おきましては、現在のところ、コロナウイルスの影響による休業措置等をと

っておりません。 
 引き続き、教育長から学校関連についてお答えを申し上げます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 
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教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 それでは、私から学校関連の対応についてお答えいたします。 

 初めに、雇用契約をしている職員の影響についてでございますが、臨時休

校により各小中学校に勤務している非常勤職員、特別支援教育支援員２３名

について、３月２日より３月１９日までの任用期間中、１３日間を休業とさ

せていただいております。なお、卒業式当日は、支援対象児童生徒の登校に

合わせ１日出勤としております。 

 また、給食センター調理員１５名については、３月２日から２５日までの

任用期間中、１２日間休業とさせていただいております。 
 以上の方々については、労働基準法の規定により休業期間の賃金につい

て、その１０分の６を支給することとしております。 
 続きまして、児童生徒のスマホ・ゲーム機の使用実態についてお答えいた

します。 
 昨年９月に、町内小学校高学年及び中学校全生徒に対して行ったインター

ネット利用調査では、小学生ではスマートフォンを持つ児童が２２名、キッ

ズ携帯・見守り携帯等の携帯電話が１３名、中学生ではスマートフォンを持

つ生徒が２７名となっていますが、通信機能のあるタブレットやゲーム機を

持つ児童は１８７名で約６７％、中学生は９０名で約２８％となっておりま

す。 
 昨年３月に出された内閣府の調査によれば、インターネット利用の内容と

して、ゲーム、動画視聴と共にコミュニケーションが多くなっており、保護

者が気づかない状態でさまざまな人とのつながりができている状況にあると

しており、このことが児童生徒が犠牲となる事件に発展する可能性が示唆さ

れております。町でも重要な課題として受けとめ、学校現場における授業等

による指導の徹底を行っているところであります。 
 具体的には、平成２７年に作成した「次代を担う三種の子 自立プラン」

を軸に道徳や学級活動の時間での授業や、ＰＴＡ対象の研修会等において、

警察また県の教育委員会、また生涯学習課の出前講座などで講師を招いて講

話を行い対応に努めております。 
 また、ゲームへの依存について、インターネットの問題と同様に大きな社

会問題となっているところでありますが、本町におきましてもゲーム依存が

疑われる事例が２校から、保護者からの相談を受けた事例が２校ございま

す。 

 現在、学校では児童生徒の状況に気を配り指導を行っているほか、保護者

との面談等を行って対応に努めており、今後も児童生徒の安全・安心のため

に、保護者と一体となって取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上であります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 ２番、平賀真議員の再質問を許します。２番。 
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２番 （ 平賀 真 ） 

 それでは、１点目のコロナウイルスに対する再質問をいたします。 

 先ほど、教育長から学校関係、このコロナウイルスによる小・中の休校に

よる影響が、契約している特別支援が２３名、給食センターが１５名という

ことで、休業補償として１０分の６支給というご答弁をいただきましたが、

結局このたびのこれは、国の要請により、国の要請に従って休校を決めたと

いうことでございますので、言ってみれば国の責任において本来は補塡すべ

きものではないかと思いますので、この辺の動きはあくまで職業安定のほう

の法律なのか、それとも国が将来的に補塡する、その辺の形は確認はもうと

れているんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 ただいまご質問にありました休業手当の部分につきましては、こちらは労

働基準法の関係によりまして、労働基準監督署のほうの指導等になります。

それで、お話にもありました国からの責任においてという部分のご質問に対

しましては、まだ県のほうにもそのような内容の連絡等来ておりませんが、

報道等でもいろいろされているところでありますので、こちらも情報収集に

は注意して、そのような対応の政策ができた場合には即座に対応したいと思

ってございます。 

 以上です。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 定かではないんですけれども、とりあえず町がコロナウイルス対策にかか

った費用については、特別交付税算入される予定だということで、一部連絡

は入っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 まさに、日々、政策、情報等が変わりますので、どうかそれぞれ鋭意情報

収集しながら、適切な対応をお願いいたしたいと思います。とりあえず、労

働基準法にのっとって支給してもよろしいでしょうし、またいずれ補塡され

るものであれば、その差額等を支給、柔軟な対応をお願いしたいと思いま

す。 

 また、質問が３月２日でございましたけれども、３月６日に秋田県で初め

ての罹患者が発症したということですが、当町内において、例の中国の武漢

から帰国といいましょうか、武漢から帰ってきた方、また上海から帰ってき

た方がいるやにお聞きしておりますけれども、町としてはそういったことの
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事実関係は把握しているんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
 その辺の情報に関しましては、県からも一切町のほうにおりてきておりま

せんので、把握はしておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 さまざまな、今、それこそスマホとか、情報が、一回情報というものがそ

ういったネットに流れるともうとめることができず拡散していくのはご承知

のことだと思います。県南のある食品、ラーメン屋さんですが、あれはもう

デマでしたけれども、全国ニュースで流れるくらいの被害が生じたというこ

とで、警鐘の意味で全国のワイドショーでも取り上げたかと思います。当町

の中でもそういった、県から情報が入らないけれどもちまたでそういった情

報が流れているということもありますので、もしそれが俗に言うデマといい

ましょうか、そういったものであれば、町としても何らかの対応、もし事実

であればまたそれこそ逆に県のほうに報告して、今後の経緯を見守るとか、

そういった形もとるべきかと思いますが、町としては逆に県から来ない限り

はあえて調査とかといいましょうか、そういった事実があった場合は報告と

かしないということでよろしいでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 

 その辺の、町民の間でどういうデマが飛び交っているかっていう部分に関

しましても、把握が困難でございますし、そういう情報が届いても県のほう

へ報告という定めがありませんので、その辺の対応は現在とっておりませ

ん。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 ある程度、もし町民のほうから情報提供があった場合は、事実確認等はや

やり行うべきではないかと思いますので、担当課としてよろしくお願いいた

したいと思います。 

 また、災害のほうの備蓄、先ほどの大澤議員への答弁の中でマスク等は個

人が備蓄すべきものと課長から答弁がありました。防災計画の中には、感染

症対策等は入っていないということで、防災というのは災害等でしょうか

ら。今回のこの、まさに国難、世界的な大きな災害と言っていいほどの新型
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コロナウイルスのことでございますので、今後は感染症対策も含めた備蓄の

ことも考えていくべきではないかと思います。国では、今、これ買い上げて

各地方といいましょうか、医療関係、福祉関係等、学校等にマスクを配布す

るやに日々情報が入っておりますけれども、いまだに薬局等にはマスク等が

ございませんでした。ということで、この周知といいましょうか、町でもや

はり緊急対応するために、今後こういった感染症対策に対する備蓄品も検討

すべきかと思います。当然、衛生品関係ですので、使用期限というのはある

かと思いますけれども、そういった形で緊急的な対応をすべきものだと思い

ます。また、先ほど個人が備蓄すべきものと捉えているという答弁がありま

したけれども、大分前、前町長のときに防災意識を高めるために災害持ち出

し袋といいましょうか、災害に対する３日間１人が用意する物を町で用意し

てみてはと提案しましたが、しっかりお断りされまして、中身じゃなくても

袋だけでも印刷した物を配れないかと、それもお断りされましたけれども。

やはり、個々の災害に対する、またこういった感染症に対する意識をここで

いま一度喚起をする時期に入ってきているかと思います。どうか、そういっ

たことも踏まえて、町の広報でも、余り備蓄備蓄というとまたトイレットペ

ーパーがなくなったように、間違った備蓄のない、きちんとした正確な何日

分とかいうような形で、そういったものを町の広報等に織り込みながら、い

ま一度災害、感染症に対するような意識を高めるための、まだこれはおさま

っていませんけれども、今後そういったものも喚起する意味があるかと思い

ますが、町の考えをお伺いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 健康推進課長。 

健康推進

課長 

（ 佐々木恭一 ） 

 お答えいたします。 
 それこそ、今、議員おっしゃるとおり、その辺の現在物資足りていない、

手に入りにくい物がございますけれども、その辺が落ちついた状況になって

から、そういう注意喚起なり、広報等でお知らせしていくように取り組んで

まいりたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 今後、あすですか、政府が特措法の改正案を通すという新聞報道が出てお

りますので、まさに今後、これが拡大した場合、緊急事態宣言が国から出な

いとも限りませんので、どうか町としてもさまざまな対応を迅速に行えるよ

うに、常に心構えをしていただければと思います。 

 また、この感染の中で、さまざまな自粛がある中で、名古屋ではデイサー

ビス等の施設の一斉休業の要請を出したという報道が出ております。当町で

も、もし仮に秋田県の中でもこういった介護施設、デイサービス等の事業が

一斉にとまったら、当然そういった方々を預けられなくなった方々は、ご家
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族が在宅で見なきゃいけなくなるということは、まさに社会がストップして

しまうような大きな災害といいましょうか、なる可能性が大でございます。

どうか、各事業所に対して、町の指導の管轄じゃないと思いますが、いま一

度、当然県、保健所等で各施設等には十分対応を要請しているかと思います

けれども、もし先ほど申しましたように備品等の支給等で賄える物があった

ら、迅速に対応していただきたいと思います。 

 それでは、２点目のスマホ・ゲーム機のほうの再質問を行いたいと思いま

す。 
 各学校でも対応をしているかと思いますけれども、先ほど教育長の答弁の

中で、事例、相談等２校あるということでございましたけれども、やはり、

こういった家庭の中で親御さん方の指導等ができればいいんですけれども、

中に、こういったゲーム機等の場合は完全に自分の部屋に入って布団の中に

もぐって、親が見たらもう寝たかと思いながら、布団の中で一晩中やってい

たということもあるように聞いておりますけれども、先ほど、子供たちは道

徳の授業、親御さんにはＰＴＡの会合等で講和等を行っているということで

ございますけれども、先般、大館市の教育委員会で、ゲームは１日６０分と

いう条例制定の方向が出ておりました。この時間がどうのこうの、時間に対

して６０分云々というのはどういう基準かはわかりませんけれども、要はそ

れだけ大館市の教育委員会では重く受けとめている、子供たちの成長または

一日の限られた時間の有効等、条例で制定する、規制しようという動きまで

出ておりますけれども、今後町としては、こういった事例等が依存症対策防

止のために何かしら今より以上の対策を考えているのか、再度お伺いいたし

ます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 今、お話しの件ですけれども、先ほど申しました平成２７年に作成した

「次代を担う三種の子 自立プラン」というのがあるんですけれども、この

中にかなり詳しく書いています。これを徹底させておりますので、今のとこ

ろはこれで行きたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番。 

２番 （ 平賀 真 ） 

 これは、学校だけでできることではないので、やはりこういった平成２７

年のプランがあるようでございますので、そういったことを地域、親御さん

方に改めて理解していただくような行動を起こしていただければと思いま

す。 
 それでは、以上で終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ２番、平賀真議員の一般質問を終わります。 
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 次に、１３番、堺谷直樹議員の発言を許します。１３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、さきに通告しました２件についてお伺いをいたします。 
 町道の整備について。 
 町道について維持修繕が必要な箇所がかなり見受けられる。整備の優先順

位については町長が施政方針で話したとおりだと思うが、今議会で報告のあ

った専決処分のような事例は過去にもあった。町は老朽化が進む舗装及び側

溝等をどの程度把握しているか。 
 また、整備の基準となる道路台帳の管理はどうなっているのか。危険度の

判断は誰がどのように行っているのか伺う。 
 次に、プログラミング教育について。 
 新年度から、プログラミング教育が小学校で必修化される。これを学ぶこ

とは、今後情報化社会へ身を置く子供たちにとって大変重要なことであり、

物すごくメリットのあることだと思う。しかしながら、限られた時間の中で

これを学ぶとなると、教員や児童の負担も相当なものになるのではないかと

危惧している。これについて町はどう考えているのかを伺う。 
 また、パソコンに慣れてくるとインターネットを使う機会もふえてくると

思うが、インターネットの危険性をよく知らない子供たちがネット犯罪に巻

き込まれる可能性は十分あると考えられる。これをどう考えているかあわせ

て伺う。 
 以上、檀上からの質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番、堺谷直樹議員の壇上での質問が終わりました。 

 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、１３番、堺谷直樹議員のご質問にお答えいたします。 

 私からは、町道の整備についてのご質問にお答えいたし、プログラミング

教育についてのご質問につきましては、教育長よりご答弁申し上げます。 
 道路台帳につきましては、毎年整備しておりますが、現況路線の起点、終

点の位置、延長、幅員、面積等を管理しております。 
 町道の維持補修につきましては、毎年計画的に整備しておりますが、維持

補修工事等は、住民生活と密接な生活道路や通学路を優先し、道路パトロー

ルや自治会からの要望等により、現地確認を実施しながら危険度、緊急性を

基に判断し対応しておりますので、ご理解のほどお願い申し上げます。 
 私からは以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育長。 

教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 続きまして、プログラミング教育についてのご質問にお答えいたします。 

 ４月から全面実施する新学習指導要領により、小学校ではプログラミング

教育など、新たな教育内容が加わり、その指導に関し不安や負担を感じてい
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る教員が多くいることも認識しております。 
 本町では、独自に採用した教育活動推進員を中心として、プログラミング

教育に必要な教材の選定と適切な学習方法について教育委員会で検討し、来

年度に向けて準備を進めてまいりました。 
 具体的には、これまで夏休みと冬休みに小学校の全教員を対象としたプロ

グラミング教育研修会を３回開催しております。研修会では新指導要領にあ

る算数、理科及び教員から要望のあった音楽についても研修会を実施してお

ります。また、２校において教育活動推進員による授業を実施し、教員の指

導や児童への対応に努めております。 
 今後も教員への指導や研修を行うと共に、来年度は教育活動推進員がプロ

グラミング教育の授業中もサポートを行い、教員や児童がよりよい環境で学

ぶことができるように努めてまいります。 

 次に、インターネットに関する犯罪への考え方についてでございますが、

町内では幸いにも事例はありませんが、インターネット犯罪による被害児童

生徒の増加が社会問題となっており、非常に重要な課題として受けとめてお

り、指導の徹底を行っているところであります。 

 残念ながら、インターネット犯罪に関しましては、日々新たな手法での事

件が起こり、その内容も巧妙化、複雑化しており、子供たちを取り巻く環境

も非常に危惧されているところです。 
 教育委員会といたしましても、今後一層気を引き締め、警察、県教育委員

会など関係団体と連携を図りながら対応し、保護者と一体となり子供の安全

・安心のため取り組んでまいります。 
 以上であります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １３番、堺谷直樹議員の再質問を許します。１３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 それでは、町道の整備について少しお伺いしますけれども、修繕について

の優先順位は破損の程度とか場所とかを総合的に判断してということだと思

いますけども、来年度整備を予定している場所はどこで、今現在の状況はど

んな感じなのか、わかったら教えていただきたいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 まず、今計画段階ですので詳細の場所についてはちょっと控えさせていた

だきますけれども、件数に関しましては補助、単独事業含めまして道路改良

部分が１６カ所、舗装関連が５カ所を計画しております。 
 あと、この後おのおのの自治会からの要望もありますので、それはその都

度対応していきたいと考えております。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 晴れているときはいいんですけれども、雨が降ると走行に支障を来すほど

水たまりができる場所も中には見受けられます。冬場は特にスケートリンク

みたいになるので非常に危険だなと思っているわけですが、飛塚から県道能

代五城目線への接続のＳ字クランク、それから槻田の信号から泉八日部落ま

での直線区間などが該当するのではないかと思いますけれども、そこの修繕

の計画、今、課長、場所は控えるという話でしたけれども、ここは入ってい

ますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 まず先に、県道能代五城目線に接続する飛塚３号線でございますけれど

も、そこは令和２年度の工事予定に入ってございます。それと、森岳昼寝線

の泉八日から槻田の間でございますけれども、現場は我々も確認はしてござ

います。まずそこは計画には入ってはございませんけれども、あのとおりま

ず片側の車線がもう沈下しまして危険な状態でありますので、当面の間はパ

トロールを続けながら水たまりが発生しないよう路肩を削る等の対処をし

て、維持補修で対応してまいりたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 雨降ったときに一度確認してみてください。 
 今言った場所以外にも、そういう場所がもし確認された場合、その危険度

の判断は誰がして、あくまでも修繕の優先順位というもので対応していくの

かどうか、そこをちょっと教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 判断は、我々建設課で行ってございます。その順番は、やはり危険度がま

ず第一に来るものと考えております。それとその場所ですね、その箇所が車

の往来、人通り等、そういうさまざまな面から考慮しまして優先順位を判断

しております。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 
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 側溝の上に、縞鋼板のふたとか規格外のふたなど、見るからにして荷重強

度がないものもかかっている場所をよく見受けるんですが、個人で設置した

物や誰が設置したかわからない物、いろいろあると思いますけれども、それ

に車両が乗り上げて事故が発生した場合、これはどういう対処になるのか。

あくまで道路管理者の責任になるのか、それちょっと教えてください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 今議員申しましたとおり、縞鋼板になっているところはいろいろありまし

て、それは個人でかけた物または過去に農林サイドの事業でかけたもの、さ

まざまございます。そうなれば、やはり、過去にもありますけれども、道路

であればまず建設課で責任となっていますが、個人でやった場合はそのかけ

た側の責任になると考えております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そうすれば、ちょっと具体例ですけれども、空き地を購入して車庫を建て

た場合、車を出入りさせたいんだが入り口の前に側溝があるけれどもふたが

かかっていないと。通常であれば、２４条申請してそこにふたかけるんでし

ょうけれども、それを個人で勝手にかけてしまった場合、この後の対応とし

てはさかのぼってその申請を出させるのか、それとも個人であくまで管理を

させるのか、それとも撤去させるのか、これはどういう判断をいたします

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 まず、勝手にやったというより、我々はわからないでやったと認識してし

ております。まず、道路法上でそういう場合は、道路管理者にかわって工事

をする場合は２４条の申請が必要となっておりますので、そういうものを発

見した場合はまずあくまでも指導して２４条の申請を出していただく、そう

いう形で持っていきたいと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 今、課長おっしゃったとおり、わからない町民が結構いると思うんですよ

ね。ですので、町の側溝に勝手にふたかけるとだめだとか、そういうのが起

因して事故が起きた場合は町に責任ないよと、そういったものもやっぱり町

民に周知する必要があるのではないかと思いますけれどもどうでしょうか。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 今現在、ホームページでその２４条申請が必要である旨、掲示はされてご

ざいますが、なかなか浸透していないのが実情でございます。本来、そうい

うものを周知すればよろしいんでしょうけれども、我々として依頼する側よ

り工事を請け負う側、そちらのほうに町として周知したほうが早いのかなと

思いまして、今そういう計画を持ってございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 はい、わかりました。 
 そうすれば、今回の報告第１号で上がってきた専決処分の温泉６号線の事

故の件ですけれども、合併前に整備された側溝だと思いますが、側溝もグレ

ーチングも軽荷重用で車が乗り上げるような仕様にはなっていなくて、それ

が原因で起きた事故だろうと思うんですが、あれ本当に町で整備した物でし

ょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 そのふたに関しましては、飲食店側で設置した物でございます。そのふた

がかかっている側溝に関しましては、道路法で規格外の側溝が入ってござい

まして、我々確認しましたけれども、今となっては誰が設置した物か、恥ず

かしいですけれどもちょっとわからなくて、過去のいろいろ先輩方に聞いて

回りましたけれども、ちょっとわかりませんでして、道路台帳にも載ってい

ませんでしたので。現場に行きますと、まず道路上にある、道路内に入って

いるっていうことで、町で管理している保険会社のほうにもいろいろ相談し

まして、まず今回町で対応したという形になっております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 私も見てきましたけれども、官地に入っていましたね。ただ、あれが、車

両対応になっていないので、これからまた除雪ローダーだとか大型機械が乗

り上げれば、またいずれ同じような、変形したり壊れたり、そういうおそれ

があるのではないかと思っています。本当に町で管理すべき物だとすれば、

いずれ整備する必要があるんではないかと思いますが、どうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 
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建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 今現在、まだそこは計画に入ってございませんが、この後計画に組み込み

たいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 維持修繕について、道路台帳をもとにしていないと町長答弁でもありまし

たけれども、そうすれば施工年度とか舗装構成、それから附帯する構造物な

どが明記された道路の施設管理台帳だとか、付図というのは当町にはないと

いうことでよろしいですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 まず、ないわけではなくあります。ですが、維持修繕等に活用するような

内容を全て網羅してございませんので、そちらのほうを活用はしていないと

いうことでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 整備するとなると、多額の予算が必要ということなんでしょうけれども。

わかりました。 

 最後に、きのうの会議で同僚議員も話していましたけれども、山本地域拠

点センターの開所によって、前面の道路は今まで以上に車の往来が多くなる

と予測されます。コメリの前の交差点から公民館までは通学路にもなってい

ますし、ましてや道幅が狭く危険な状態だということはもう当局でも十分認

識していることだと思います。予算、あるいは地権者、水利組合といろいろ

な問題があって、なかなか話が進んでいかない状態なんだろうということは

私自身解釈はしておるんですが、ただ、事が起こってからではもう遅いと思

うんです。教育次長、子供が巻き込まれるような事故が起きてからでは遅い

ですよね。（「次長補佐です」の声あり）次長補佐。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 

 おっしゃるとおりだと思います。できるだけ早く対処したいと思います。 

  

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 
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１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 そこで、建設課長にお願いをいたします。あれもこれも今すぐにというわ

けにはいかないと思います。ですから、教育委員会とも打ち合わせをしなが

ら、できるだけ、少しずつでも構わないので手を掛けていって、危険な状態

というものを解消していってもらいたいと考えておりますが、どうでしょう

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 昨日の委員会でもお答えさせていただきましたけれども、まず建設課とし

ましては、今年度に引き続きまたその先を計画したいわけでございますが、

さまざまな問題がありますので、２年度においてまずできるところから工事

を着工したいと考えてございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 よろしくお願いします。 

 そうすれば、次、プログラミング教育について、これ新しく始まった教育

で私自身もちょっとわからないところがありますので、いろいろと教えてほ

しいなと思っているんですが。 

 秋田県が、全国的に高い学力を維持してきた理由の一つに、家庭学習がし

っかりできているということも挙げられると思うんですが、このプログラミ

ング教育でパソコンを持たない家庭の予習・復習っていうものについてはど

う考えているのか教えてください。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 パソコンを持っていない家庭の学習についてですが、現在のところは学校

のパソコンルームのほうで自主学習といった形で対応させていただいており

ます。ただし、課題もございまして、これにつきましてはパソコンルームに

パソコンを設置しているわけですが、セキュリティー上の関係から子供たち

単独ではちょっと使うことができないような仕組みにしております。それな

ので、まず生徒からの要望等に応える形で、担任の先生方がみずからの裁量

によってその対応をしていただいているというような状況でございます。 

 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 



- 67 - 

 児童全員が同じレベルになって学習できれば、それに越したことはないと

思いますけれども、なかなかそうはならないと思いますし、やっぱり予習・

復習というものは必要になってくるんじゃないかと思っています。都市部で

は、プログラミング教室とか塾があって通っているような子もいるみたいで

すけれども、この能代山本地域ではなかなかそうはならないと思います。い

ろいろな問題があると思いますけれども、ある一定のルールを定めて、どう

ですか、公民館の図書室とか、児童館とか、そういうところにパソコンを用

意して予習・復習に使ってもらうというような考えは今現在あるでしょう

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 先ほどの回答と若干重複する場合もございますが、議員おっしゃるとお

り、今パソコン環境の予習・復習については教育委員会としても非常に重要

なことだなと考えておりますが、現在のところ公民館等についてそのような

対応をする施設はございません。また、先ほどのお話もさせていただきまし

たが、現在学校ではパソコンルームでの自主学習というのも先生の裁量に任

せておりまして、一般答弁の中にもございましたが、それがかえって先生た

ちの負担になっていることも事実でありまして、教育委員会でもその部分は

考えていかなければならないなと思っております。現在のところ、まだそう

いう状況にありませんので、そこら辺を教育委員会としても検討しながら、

例えばどういった内容ができるかということや、あと財政もかかわってくる

ことと思いますので、財政と相談しながら、これにつきまして来年度検討さ

せていただきたいと思います。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 今後の情勢を見据えながらいろいろ対応していただければと思います。 

 パソコンが得意な先生はいいんですけれども、不得意な先生、先ほど、教

育長の答弁で３回勉強会をやったということなんですけれども、中学校と違

って小学校って担任の先生１人でいろいろな教科を持つわけで、教え方によ

って児童の習熟度というものが変わってくるんじゃないか、そういう心配を

しているところもあるんですけれども、その辺はどう考えていますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 現在、三種町の小学校管内ではありますが、例えば理科の先生など専科教
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員、専科の先生がいらっしゃいまして、その先生方が現在三種町内では３年

生以上の学年については担任ができない部分の、例えば理科の部分だとカバ

ーしながら授業を行うようにしております。なので、プログラミングにつき

ましても同様のようなことが考えられますので、そういった面で対応してい

ければと考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 
 この教育が始まった背景に、将来的なＩＴ技術者の不足を解消する目的も

あるということは報道で私目にしました。これから、ＩｏＴとか、ＡＩと

か、私もちょっと聞きなれない言葉なんですが、こういったものの普及によ

って産業の形が変わっていって、パソコンとネット環境があればどこに行っ

ても仕事ができる、そういう職種がこれからどんどんふえてくるとすれば、

私はこれは若者流出が多い秋田県にとっては特に力を入れていく教育ではな

いかと考えていますが、これ町としてはどういうふうに捉えて、どういうふ

うに考えているんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 今、コロナウイルスの対応でもそうなんですが、今テレワークだとかそう

いう形で自宅勤務、そういうパソコンを利用した仕事がもうどんどん入って

きております。そういう時代が間もなく来るんだろうとそういうことは予想

されますので、そういう意味でもこういうプログラミング教育並びにそうい

うインターネット環境になれるという部分はこれから大事な教育の一つであ

ると考えております。この機会にしっかりした指導をしていきたいと、この

ように思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 わかりました。 

 パソコンの使い方に今度なれてくると、次に気をつけねばならないという

のが、インターネットの危険性だと思いますけれども、先ほど教育長の答弁

で、これについては学校でもいろいろと指導しているようですけれども、あ

る程度知識を有した大人が教えていくということであると思いますが、これ

学校だけでも教えられるものでもないし、ましてや家庭だけで教えられるも

のでもない。今はもう、おばあさんの隣で年長組の孫がインターネットのつ

いたスマホをスライドさせている時代ですからね。いつ誰がネット被害に遭

ってもおかしくないと思います。再来年度は、今度は中学校でこの教育、必
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修化される予定ですよね。そこで、県で行っているインターネットセーフテ

ィー事業、これの出前講座を利用して、私は親子でインターネットの危険性

について学ぶ機会をふやしていかなければならないのではないかと考えま

す。子供だけでなくて、大人のネット詐欺防止にも私役立つのではないかと

考えていますけれども、これどう考えますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 秋田県庁出前講座、インターネットセーフティー事業でございますが、こ

れについて例えば議員おっしゃいますように、例えば教育委員会の生涯学習

サイドで、例えば現在の公民館事業の中でそのような啓発活動とかをしてい

くのもできるのではないかと思います。これについて、県庁出前講座ですと

お金も、かなり予算もほとんどかからない状況ですので、こちらについては

検討させていただいて、先ほどお話しさせていただきました公民館のパソコ

ンの関係と含めて検討しながら形をつくった後、ご報告したいなと思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 チャイム鳴ったので、あと最後にしますね。チャイム待ちます、終わって

から最後質問します。 
 今、次長補佐の答弁のとおり、ひとつ社会情勢を見据えながらよろしくお

願いしたいと思います。 

 最後に、子供たちがネット被害に遭わないように、この教育を推し進める

のと同時に啓蒙活動にもぜひ力を入れていってもらいたい。そういうふうに

考えますけれども、どうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 教育次長補佐。 

教育次長

補佐 

（ 木村将来 ） 

 お答えいたします。 
 議員おっしゃるとおり、教育委員会としても重要な課題として、先ほど言

ったような計画を実際にできるように具体的に進めてまいりたいと思いま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 １３番。 

１３番 （ 堺谷直樹 ） 

 よろしくお願いします。 
 以上で質問を終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 １３番、堺谷直樹議員の一般質問を終わります。 
 １時まで休憩します。 

  

     午後 ０時０１分  休 憩 

 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

      午後 １時００分  再 開 

 

議  長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 先ほどの、２番、平賀真議員の児童・生徒のスマホ・ゲーム機の使用実態

はの一般質問に対して、教育長より発言の訂正を求められております。教育

長。 
教 育 長 （ 鎌田義人 ） 

 今、議長がおっしゃった平賀議員のスマホ・ゲーム機の使用実態のところ

での答弁を間違えました。次のように訂正します。 
 ゲーム依存が疑われた事例が４校からです。先ほど、私２校と言いました

ので。以上、訂正します。よろしくお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 それでは、一般質問を続行いたします。 

 ７番、加藤彦次郎議員の発言を許します。７番、加藤議員。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 質問に入る前に、通告書に間違いがありましたので訂正させていただきま

す。 
 さざなみ苑から入るときのパスを「いきいき入館証」としておりました

が、「いきいき入浴証」の間違いでありました。また、今後当局が発行する

予定である定期券について「入浴パスポート」としておりますが、「入館パ

スポート」の間違いでありました。済みません、混乱しておりました。訂正

させてください。 
 それでは、一般質問に入ります。 
 まずは、ゆめろんの経営状況についてお伺いいたします。 
 消費増税・燃料費の増加等を理由に、昨年１０月から、ゆめろん・ゆうぱ

るの入館料が値上げされました。その際、財政推計が示されましたが、現状

はどのようになっているのでしょうか。 

 また、値上げにより、さざなみ苑からいきいき入浴証を使い３００円で入

浴する常連客も増加していると聞いております。まずは「さざなみ苑から入

れば３００円、ゆめろんから入れば５００円」という、いびつな現状を解消

した上で料金設定を見直すべきではないでしょうか。 

 質問その１です。１０月から２月までの入館者数の前年同月比はどうなっ

ているのでしょうか。 
 ２番です。いきいき入浴証を使った人数の前年同月比はどうなっているの

でしょうか。 
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 ３番目です。先般２月１７日から２月２９日、５，０００円で１冊１２枚

の回数券を２５，０００円で６冊として販売いたしましたが、これは条例違

反ではないでしょうか。 
 ４番目です。さざなみ苑いきいき入浴証での入館料３００円の根拠はどこ

にあるのでしょうか。 
 ５番目です。バイオマスボイラー導入による経費節減額はいかほどでしょ

うか。 

 ６番目です。いびつな料金状況を解消し、一般管理費を精査した上で料金

設定を見直すべきではないでしょうか。 
 ２つ目の質問です。森岳温泉の活性化に向けた施策はという質問です。 
 町長は、昨年３月の私の一般質問に対し、２０１８年１１月に提出された

森岳温泉の再活性化に向けた提言書を受けて、森岳温泉全体の将来像を描く

ため、基本計画・年次計画を策定し、２０２０年度以降の過疎計画に追加し

たいと述べていました。 
 当初予算では再活性化のため６５５万２，０００円が措置されています

が、過疎計画には盛られておりません。そこで質問です。 
 １番目。基本計画・年次計画は、策定されたのでしょうか。 
 ２番目です。ゆうぱるは、昨年１２月２１日にリニューアルオープンさ

れ、大変盛況だと聞いております。今後、格安の入館パスポートが発行され

れば、主に民間施設を利用していた方々もゆうぱるに流れる可能性が十分考

えられます。そこで質問です。 
 入館パスポートの発行は、民業を圧迫することになるのではないでしょう

か。 
 壇上からは以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番、加藤彦次郎議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、７番、加藤彦次郎議員のご質問にお答えいたします。 

 初めに、ゆめろんの経営状況についてお答えいたします。 
 昨年の入館料改定の際に財政推計をお示しいたしましたが、その時点での

推計値では、入館者が同数程度で推移すれば黒字、５％程度減少すれば赤字

となるとの推計でご説明いたしております。 

 現状では、１月以降の新型コロナウイルス感染拡大の影響による入館者の

減により、減少予想推計値より厳しい決算になるものと見込んでおります。 

 ご質問１点目の１０月から２月までの入館者の推移についてでございます

が、累計で６万４，４８９人、前年同月６万９，０８１人と比較し４，５９

２人、６．６％の減となっております。一昨年同期間の入館者数が７万１，

７０８人で、前年との比較が２，６２７人、３．７％の減でありましたの

で、減少の割合を一昨年、昨年と比較すると２．９ポイント減少幅が大きく

なっております。 
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 なお、各月毎に比較しますと、料金改定後の１０月から１２月は前年比

２．９%の減、新型コロナウイルス感染拡大の影響が出始めた１月以降の入

館者は前年比１２．３%の減と大幅な減となっており、入館料の値上げによ

るものと一概には言えず、新型コロナウイルス感染拡大の影響が大きいもの

と推測されます。 
 ２点目の、いきいき入浴証使用の人数の推移でございますが、前年１，４

９９人に対し本年が２，２６８人と７６９人ふえております。制度の認知度

が上がってきたものと認識しており、高齢者福祉サービスによる健康増進が

図られるものと期待しております。 
 ３点目の、特典回数券の販売と条例の関係でございますが、ゆめろんが厚

生労働大臣認定の温泉利用プログラム型健康増進施設として、県内で２例目

となる認定を受けた記念イベントとして行った期間限定の独自サービスであ

り、会社の営業目的で行ったものであること、条例上の上限額の範囲内であ

ることから条例違反には当たらないものと認識しております。 
 ４点目の、いきいき入浴証の入館料の根拠でございますが、平成２８年６

月のゆめろんリニューアルオープン以後、入浴料を３００円に改正しており

ます。それまでは、さざなみ苑に高齢者用の風呂が整備され福祉目的の入浴

料として１５０円でございましたが、リニューアルに伴いさざなみ苑の風呂

を廃止し、公衆浴場であるゆめろんの風呂に入浴することから入湯税１５０

円を加算し３００円としたものであります。 
 ５点目の、バイオマスボイラー導入による経費削減額についてでございま

すが、平成３０年１１月時点の試算ですと燃料費で年間約２００万円の削減

を見込んでおります。また、既存ボイラーの稼働時間削減により設備の延命

も図られるものと考えております。 

 町と、もみがらエネルギー株式会社が共同で設置したバイオマスボイラー

は、粉末状のもみ殻を燃料とするボイラーであり、国内で初めてゆめろんに

導入されました。ゆめろんは源泉温度が低いことから、加温することで灯油

ボイラーの補助的役割を果たし、燃料削減が図られると同時に燃焼後の灰を

肥料としても再利用でき、循環型農業の実現も期待しているところでありま

す。 

 ６点目の料金設定の見直しについてでございますが、さざなみ苑から入浴

する場合の料金は３００円で、町内の６５歳以上の方を対象としており、高

齢者福祉サービスの一環として行っているものであります。また、入浴は平

日のみ、利用時間はさざなみ苑の開館時間となっており、一定の制限もござ

います。該当者は、さざなみ苑からのみの入館となるため、ゆめろん側から

の一般入館者と区別されているほか、政策目的が違うことから現行の料金体

系でご利用いただきたいと考えておりますので、ご理解のほど、お願い申し

上げます。 

 続きまして、森岳温泉の再活性化に向けた施策についてお答えいたしま

す。 
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 １点目の基本計画・年次計画の策定でございますが、森岳温泉活性化協議

会からの提言書にはハード事業とソフト事業がそれぞれ盛り込まれておりま

す。 
 そのうち令和２年度当初予算では、優先的に取り組まなければならない事

業を計上し、ソフト事業では森岳温泉街への新たな出店者に対する補助事業

と温泉水活用実証試験業務委託を計上し、ハード事業では早期に実施可能な

街路灯取替工事を計上しております。 

 なお、そのほかにも温泉街の活性化のためのハード事業等が協議会より幾

つか提言されておりますが、事業を実施するためには、議員ご指摘のとおり

財源確保のため基本計画及び年次計画を作成し、新たな過疎計画に盛り込む

必要があると考えております。ハード事業には多額の事業費が必要と見込ま

れることから、事業内容を再度精査し、新年度で再検討してまいりたいと考

えております。 
 ２点目の、入館パスポート発行による民業への影響でございますが、昨年

１０月からの入館料改定に伴い入館料については民間との価格差が解消され

ております。また、入館パスポートは常連利用者の負担軽減を考慮し、施設

の利用促進と町民サービスを目的に導入したものであり、現在もほぼ毎日

施設を利用する常連客の方々を見込んでおります。 

 なお、民間施設利用者は、価格差があった料金改定以前においても継続的

に民間施設を利用されていることから、入館パスポート導入の影響は大きく

ないものと考えております。 

 以上でございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ７番、加藤彦次郎議員の再質問を許します。７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 まずは、ゆめろんのほうからお願いします。 
 昨年度と比較して、１０から１２が２．９％の減、その後がコロナの影響

もあって１２．３％の減ということでありますが、１０月の値上げの前に４

００円の回数券を、駆け込みで買った人たちも多いかと思っているんです。

その中で、２．９％の減というのは、やはり５００円という価格が影響した

のではないかなと私は思っています。 

 それで、２番のさざなみ苑側から入るほうは、一方で７６８人の増という

ことで、やはり常連のお客さんたちが言うように今までゆめろん側から入っ

ていた人がさざなみ苑から利用する人が多くなったという現実だと思ってい

ます。それは、３００円と４００円の時代と違って、３００円と５００円に

なればやっぱり２００円も違うわけですから、これ、回数券とかポイントと

かを調べますと、さざなみ苑はもちろん３００円で変わらないわけですけれ

ども、ゆめろんは４，０００円で１１枚だったわけですから、三百六十幾ら

で入れたわけです。３００円と３６０円だと大した変わらない。今度、回数
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券が導入されて４２０円くらいになったわけです。そうすると、ジュース１

本くらい違うので、やはりさざなみ苑から入ったほうがいいんじゃないかと

いうふうに判断する常連さんの方がふえた結果ではあると思います。 
 それで、その後の質問に入っていきますけれども、まず１０月に値上げさ

れたときに、燃料費のことあるいは消費税アップなので何とか４００円を５

００円に値上げしてくださいということで、財政推計を示されながら説明

し、指定管理料を上げるわけにもいかない、それは町外の方々にも町の税金

でもってサービスすることになるから、やはり受益者負担も考えて５００円

にしますと。そのかわり、４００円で１１枚であった回数券を、５００円で

１２枚にするという措置をとったわけです。５００円で１２枚といいます

と、１回当たり３７９円になりました。これは、ポイントを加算した額で

す。３０ポイントで３枚つくそうですが、このポイントを加算しますと１回

当たりが３７９円だったわけです。そして、２月の２万５，０００円で６冊

売ったときは、２万５，０００円で７２枚、ポイントが７．２ポイントつき

ますので、３３２円ということになります。値上げ前より安い値段で売った

と。いかに、厚生労働省からもらった賞があってその記念だとは言え、一旦

上げておいて前より安い価格で売るというのはいかがなものかと。そういう

必要があって上げたものを、前より安く売るというのは相当おかしいと思う

んですけれども。町長は、ゆめろんの社長でもあるわけですが、この２万

５，０００円で６冊ということに関して町長の耳には入っていたんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 こちらのサービスについては、支配人のほうでやはり営業努力としてやっ

たものと認識しております。やるという報告は正直受けておりませんけれど

も、ゆめろんの売り上げを上げたいという支配人の努力というか、営業努力

で行ったものであります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 営業努力といいますと、例えばポイントを２倍つけるとか、ソフトクリー

ムを半額にするとか、そういうことはゆめろん独自でやっていただきたいと

思うんですが、根幹にかかわる料金の問題は、やはり１０月に上げておい

て、すぐ２月にこんな、それより安く売るというのは、やはり問題だと思い

ます。ガバナンスがちょっとできていないんじゃないかと思うんですが、ど

うでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 私からお答えいたしたいと思います。 
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 ゆめろんで特典付きの回数券のサービスを行った現状でございますが、実

際は５冊で２万５，０００円に入館券という形で１２枚をサービスで行った

ものでございまして、それにつきましては、会社独自のサービスとして実施

したというものでございます。いずれ、指定管理者が条例の枠組みの中で効

率的なサービスを行ったものと考えており、条例違反とは考えておりませ

ん。 

 それから、支配人が独自でやったという件でございますが、ゆめろんの職

務権限規則がございまして、その中で支配人の権限として、事業計画の決定

及び実施命令により実施するという項目がございますので、それに基づいて

支配人の権限でやったものと認識しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 入館券を１０枚ですか。（「１２枚」の声あり）１２枚。入館券だろう

と、回数券だろうと一緒ですよね。一緒ですよ。それを、営業努力で入館券

だからいいっていう話にはならない。一緒ですもの、だって、中身として。 

 古い協定書があるんですけれども、協定書の中には、町が行う業務の範囲

として、料金の承認と減免とあるんですけれども、それに抵触するんじゃな

いかと思うんですが。その５冊で入館券なる、要するに回数券と同じ物とつ

けたというのは、それに違反するんじゃないですか。その支配人の権限では

ないんじゃないですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、利用料金の承認と減免というものにつきましては、回数券の料金

を改正する場合には町との協議が必要と考えておりますが、あくまでも入館

券としてのサービスでございますので、利用料金ということでは考えてござ

いませんので、この利用料金の承認の減免には当たらないのかなと考えてお

ります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 そこは、見解の相違かもしれないですけれども、入館券と一緒ですよね、

中身として。名前として便宜上変えただけですよね。１０月に１２枚で５，

０００円って決めておいて、それを中身は一緒なんだけれども名称が違うん

だからそれは勝手にやっていいっていう話は、それはちょっとおかしいんじ

ゃないかと思うんですが。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
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商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 入館券と回数券の違いにつきましては、まずポイントがつくのとつかない

の差がございます。回数券のほうにつきましては、ポイント対応可能でござ

いますが、入館券についてはポイントは対応不可となっております。したが

いまして、これは会社のサービスで行ったという認識でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 ポイントつくつかないとかではないと思いますよね。これは、入館券だろ

うと回数券だろうとお風呂に入れるわけですから。そこはちょっと違うでし

ょう。料金に関することなんだから。１０月に変えておいて、こうだからい

いっていうのはやっぱりおかしいですよ。まず、これは終わります。 
 次に入りまして、さざなみ苑いきいき入浴証での入館料３００円について

は、２０１６年６月のゆめろんの大改修が終わった後に１５０円プラス１５

０円ということになって、そのままになっているということなんですが、ど

ちらの条例にも３００円という明記されていないんですよね。この３００円

という根拠はじゃあどこに求めたらいいんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 先ほども町長の答弁で申し上げたとおり、さざなみ苑のお風呂を改修する

前は１５０円という条例上の料金がございました。それが、あくまでも福祉

目的の１５０円だと承知しております。それで今回、ゆめろんのリニューア

ルに伴いましてさざなみ苑の風呂が廃止され、公衆浴場であるゆめろんに入

るということになりましたので、当然入湯税の対象となりますので、その１

５０円を加算して３００円としたものでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 その経緯はわかっています。しかし、さざなみ苑の条例にもゆめろんの条

例にも、さざなみ苑から入ったら３００円というのがどこにもないんです

よ。料金が条例にないというのはおかしい状態ではないでしょうか。どちら

かにあるべきなんじゃないですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答え申し上げます。 

 ゆめろんの条例で、上限が５００円と定められておりますので、その範囲

内ということで承知しております。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 であれば、ゆめろんの条例にいきいき入浴券を使った場合は３００円とい

うふうに明記すべきなんじゃないですか。以内だったらいいって話じゃない

んじゃないですか。これって、パンフレット等にもどこにも出てこないで

す。さざなみ苑から入ったら３００円ってあれはどこにも出てきません。こ

れは、一部町民の方が知っていればいいっていうものじゃなくて、ちゃんと

した施設として、こういう人は３００円、こういう人は５００円、回数券だ

と幾らと、しっかりと明示しておかないとおかしなことになりませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、政策目的が違うということで、福祉目的ということで、６５歳以

上の高齢者の方については３００円と設定しているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 それはわかるんですよ。それは理解しています。でも、料金としてどこか

の条例にないといけないでしょう。さざなみ苑の条例かゆめろんの条例かに

ないと。それがないんですよね。根拠がないんですよ。総務課長、どうでし

ょうか。条例に関して、料金に関して、条例で明記しなければいけないと思

うんですが、総務課長の見解はどうでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 お答えいたします。 
 先ほどから、商工観光交流課長が申し上げますとおり、ゆめろんの条例は

５００円以内でございます。高齢者福祉施設から高齢者の政策のためという

ことで３００円に設定されて今ご利用いただいております。５００円以内と

いう条例に関しましては、条例違反には当たらないと思っておりますし、ま

ず、協定みたいな、高齢者福祉が３００円という指定管理の中で設定された

金額だと思いますので、それを明記する必要があるかどうかは今後検討した

いと思いますが、条例違反には当たらないと関知しております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 条例違反って言っているんじゃなくて、条例になきゃいけないでしょう

と。ないんですから。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 総務課長。 

総務課長 （ 石井靖紀 ） 

 さざなみ苑に現在風呂はございません。ゆめろんの風呂を利用してもらっ

ております。ゆめろん風呂を使うには、５００円以内という条例があって、

ある協定に基づいて高齢者の人は３００円でご利用いただいているという形

になっております。それを明記する必要があるかどうかについては、今後検

討したいと思います。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 ぜひ、検討していただきたいと思います。 

 それで、バイオマスボイラーによる経費の削減は、年間約２００万円くら

いになるだろうということだったんですけれども、お湯を沸かすための灯油

代というのはそもそも幾らくらいかかっているんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 平成３０年度実績で、年間で１，２００万円程度でございました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 ということは、バイオマスボイラーを使うことによって、灯油とそのバイ

オマスの燃料を使えば１，０００万円くらいで同じ熱量が得られるという考

え方なんですね。これは、テレビの放送によると、２月５日から稼働してい

ると言っていたんですけれども、そのテープカット、そのころだったんです

が、稼働は２月５日からと放送されておりました。４，０００万円以上かけ

た施設ということで、かなりの施設で、計画あるいは建設はずっと前からな

されていたものだと、ずっとというかかなり前からなされていたものだと思

うんですが、いつごろからこういう話が持ち上がって、いつごろからこれが

あれだったんでしょうか。そして、それは１０月からの値上げにシミュレー

ションとして組み込まれていないんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、業者、メーカーからご提案があったのは、平成２９年の５月あた

りから提案がございました。ただ、すぐに事業に着手できるものでもなく、

こちらでもいろいろ検討を重ねまして、実際に事業に着工したのは平成３１
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年の１１月ころに着工となってございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 値上げするときに。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 値上げのときの推計につきましては、３０年度の決算をもとに推計してお

りますので、このもみ殻ボイラーの部分は考慮はされておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 燃料費が削減されることは、ゆめろんにとってもいいことだと思うんです

けれども。２００万円の削減というのは、もし実際稼働して、多少増減ある

かとは思いますけれども、いいことだと思うんですけれども、それが稼働す

るのがわかっていて、それでも切ないから５００円上げた、でもそれより安

い料金で売った、今度はまた激安のパスポートを発行しようとしています。

１万２，０００円で２カ月だとすると、１年間で７万２，０００円だすな。

１週間に５日入る人は、年間２５０日間入ることになります。２５０日間、

７万２，０００円を２５０日で割ると２８８円なんですよ、１回当たり。つ

まり、３００円よりも安い価格、でも来てもらったほうがいいという考え方

でやっていると思うんですが、その推計と今回のパスポートと、何か、私

は、違う狙いがあるんじゃないかなという気がしてしようがないんですけれ

ども。その安売りに関してもですね。４月から３月の決算を何とかいいふう

に持っていきたいとか、そういうふうにばたばたしているように見えるんで

す。まず、さざなみ苑から入れば３００円、こっちから入れば５００円とい

う、同じ湯舟に浸かって、同じような施設を使って、それがまず何とかして

知恵を出して解消して、例えば６５歳以上の町民の方々は、ゆめろんでもゆ

うぱるでも３００円でも３５０円でももう決めちゃう。それから、財政推計

を立ててやっていかないと、同じ湯舟で「おめえ、どっちから入ったずや」

とあるいはゆめろんの従業員の方がさざなみ苑のほうに来て誰が入ってくる

のかチェックしているっていう話まであるわけです。何か、非常に嫌な感じ

なんですよ、ゆめろんが。それを解消してから、ちゃんと推計を立てて、も

う一回料金設定すべきかと思うんですが。町長はいかがですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 ゆめろんの料金改定については、昨年度から議員の皆様にもご説明してい
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るとおりであります。やはり、料金改定によって常連客、そして町民の皆さ

んが負担感が増さないように今回のパスポートも各施設と協議の上、設定さ

せていただきました。あくまでも、料金の値上げは経営上の問題であります

けれども、それに加えて町民の皆様にはできる限りこの施設を利用していた

だきたいと、そういう思いでこういう対応をさせておりますので、何とかそ

のあたりはご理解をいただければありがたいと、このように考えておりま

す。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 私としては、まずパスポートを発行する前に一旦立ちどまって、その３０

０円、５００円の問題も含めてもう一回精査して料金を再設定すべきだと申

し上げて、まずこの項目は終わりたいと思います。 
 次に、森岳温泉の活性化なんですが、フグの実証実験事業とか、出店の補

助とか、街灯とか、とりあえず再活性化に取りかかったという点では評価し

ております。ただし、私、去年の３月で質問したとおり、町長はちゃんとし

た計画を立てて、過疎債で、お金はばんばんあるわけではないから、有利な

財源を使って取り組んでいくと述べていたわけです。私も、実は町長の公約

の柱でもありますので、早目に取りかかってくれるものだろうと思っていた

んですが、町長の話を聞いて、ああそのとおりだと、しっかり計画を持って

やらないとこの難儀な事業は進まないんだと、町長の言うとおりだと理解し

ていたわけです。今年度中に、その基本計画を策定するというのがなぜでき

なかったのか。非常に疑問なんですが。その理由は何かあるんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 当初の見込みでは、今年度中に計画を作成する予定で向かっておりました

が、現行の、過疎法が令和２年度で終了するということもございました。そ

れで、新たな過疎法に向かうためにも計画といいますか、中身のほうをもう

少し精査して、協議会から提言されたものを全て実施するということでな

く、ハード事業の面においても少し内容を精査してから過疎計画にのせるべ

きだろうと考えまして、来年度にという形で先送りとなってしまったところ

でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 苦しい答弁ですな。森岳温泉活性化協議会の中には、役場の職員も３名入

っておられました。町長も、それに関しては火急の課題だと述べていたよう

に思いますが、過疎法が変わるとかなんとかではなくて、まず過疎計画にの
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っかけるという話がのっからなかったのはそういう理由かもしれないですけ

れども、基本計画は立てるべきでしょう。そうじゃないと、少ない予算で費

用対効果を高めて、できないですよ。過疎計画にのっけるのっけないはじゃ

あ理由があったとしても、それはまず立てないといけないですよね。これ、

町長に聞きます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 確かに、森岳温泉再活性化については、至上命題だと私は思っておりま

す。昨年、今年度計画をつくれなかったことには大変申しわけないなと思っ

ております。今、ご指摘がありましたとおり、しっかり精査した上で事業

を、そういうところをしっかり計画、今年度というか次年度、しっかり計画

を組んで進めてまいりたいと、このように思っておりますので、よろしくお

願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 着実に計画を立てていただきたいと思います。 

 それで、次の、民業を圧迫することになるんじゃないかという質問に対し

て、同じ５００円になったし、パスポート発行による影響額は大きくないと

いう答弁でしたが、何か、要するに、１万２，０００円で最大３５０日、６

０日入ると、ほぼ２００円なんですよ。民間業者は、そこから１５０円の入

湯税を払わなきゃいけない。５０円で温泉使用料も下水道使用料も、水道使

用料も払わなきゃいけない。これ、絶対太刀打ちできないんですよ。現に、

今新しくなって、ゆうぱるは盛況らしくて、今まで見たことも、余りゆうぱ

るには来なかった人も結構来ているような話を聞きますが、これ、営業にか

かわる根幹の問題なので大きな問題だと思いますよ。今、コロナウイルスで

大変難儀しているときに、例えば４月からパスポートを出すなんて話になっ

たらもう大変です。町の指定管理施設が民業を圧迫し、一方で森岳温泉全体

の活性化を進める、それはいじめちゃいけない、全体として発展していかな

きゃいけないやつに逆行しませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、昨年の料金改定で入館料は民間と同一の料金になったわけでござ

いますが、民間よりゆうぱるのほうが値段が安かった時点でも民間施設の常

連のお客さんはいたわけでございますので、今回入館パスポートを発行する

ことで、値段だけで常連さんが動くということは余り大きくないのではない

かなと考えております。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 課長はそう考えるかもしれませんが、今、このコロナショックの中で、民

間の業者の方々は大変がっかりすると思いますよ。いいんですかね。さら

に、３月補正ではもう期間パスポート備品３５万６，０００円を措置されて

いるじゃないですか。条例は４月１日から施行するとなっているんですよ。

もう、４月１日からやる気満々なんですな。議会にかけるまでもなく、そう

いうことを進めていくと言って大丈夫なんですかね。森岳温泉の活性化、大

丈夫ですか、町長。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 確かに、準備段階ではまだコロナウイルスの関係ではそんなに客足の問題

は考えておらなかったんですが、この２月に入ってからこういう事情になっ

ております。そのあたりは、議員ご指摘のとおりかと思います。いずれ、ま

ず４月１日に向けて今準備はしておりますが、そのあたりはちょっと今の事

情を鑑みまして、少し協議はさせていただきたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番。 

７番 （ 加藤彦次郎 ） 

 ぜひ、森岳温泉の活性化を進めていただきたいと。そのためには、いろい

ろなことも検討してやっていただきたいと思います。終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ７番、加藤彦次郎議員の一般質問を終わります。 
 次に、６番、清水欣也議員の発言を許します。６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 私の質問は、ゆめろんのことに関する質問でございます。まずタイトルと

して、ゆめろんは大丈夫かという刺激的なタイトルにしたわけですけれど

も、ゆめろんができてからことしで２４年がたちます。ただ、このごろのゆ

めろんの動きを見ておりますと、何だか焦っているように見えるんですね。

果たしてゆめろんは大丈夫なんだろうかって、そんな思いに駆られるわけで

ございます。利用者の料金の値上げにとどまらず、回数券それから定期券、

さらに優待券、続々発売されました。誘客対策に懸命であります。また、燃

料削減を狙ってもみ殻ボイラーの導入という、そういうやり方まで取り入れ

ようとしております。ただ、このようなゆめろんの頑張りにもかかわらず、

いまいちゆめろんに対する住民の評価というのは芳しくないように思いま

す。源泉の温度も１年ごとに下がってきております。また、このもみ殻ボイ

ラー導入という取引においても、公有財産の管理、それからそれに伴う公会

計処理上に非常に疑問に思う点もございます。また、町とゆめろんの役割分
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担も年数がたっていくうちにだんだんだんだん形骸化されてきているように

見えるのでございます。ゆめろんには、これまで約４２億円の資金が投入さ

れました。そのゆめろんは今どうなっているのか。その実情と背景となるも

のを知りたいと思うと同時に、この指定管理というものと行政財産というこ

の関連性についても意見を述べたいと思います。 
 それで、その具体的な質問なんですが、１つとして、現時点で、今年度の

決算見込みはどうなると見ているかということです。 

 それから、２つ目、いろいろな低価格の商品を発売しましたけれども、こ

のことが料金を値上げしたのと逆に営業のマイナス効果になってしまわない

か。つまり、今回いろいろ商品を発行しましたけれども、それぞれその商品

ごとに何ぼ増収になると、そういう見込んで発売したか。その試算額を聞き

たいということです。 

 この２つは、加藤議員の先ほどの質問と重なるように見えるかもしれませ

んが、私は、１つはその赤字が、営業利益でもいい、経常利益でもいい、そ

の赤字額がどのくらい出るか、黒字になるか、どのくらい黒字になるか、そ

の金額をつかんでいるかどうかという、試算しているかどうかという質問で

あります。それから、２つ目は、それぞれ商品を出したわけですけれども、

その商品ごとにこれをやればこのくらい増収になるんだと、そしてこれをや

るとこのくらい出るんだと、そういうふうに試算したと思うんですけれど

も、それぞれの試算額を、これはこういうことになるんだと、その導入した

ときの試算額を金額でお知らせ願いたいと、そういうことでございます。 

 それから、３番目は、もみ殻ボイラー竣工式は誰が主催したのか。 
 それから、もみ殻燃料購入契約担当者はゆめろんかそれとも町かというこ

とでございます。 

 この２つは、とりもなおさずガバナンスの問題としての質問であります。 
 それから、５番目、源泉の温度と湯の湧出量。だんだん減ってきているは

ずですけれども、それ今どうなっているかをお知らせいただきたい。 
 最後に、ゆめろんに対する住民の評価というのは、私は複数の人にいろい

ろお聞きしましたけれども、何だか危ない、余りいい話ではない、そう私は

受けとめているんですけれども、町の執行部の方々はどういうふうに実際に

思っているんだろうか。それを率直にお聞かせ願いたい。そういう質問でご

ざいます。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 ６番、清水欣也議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の現時点での今年度決算見込みについてでございますが、加藤議員

への答弁と重複する部分もありますが、昨年１２月末時点では約２５０万円
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の赤字を計上しておりましたが、例年１月から３月が黒字で推移する見込み

でしたので、最終期末予想は黒字を確保できると推測しておりました。 

 しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響による宿泊予約や宴会のキャ

ンセルなどにより最終決算への悪影響が懸念されており、厳しい決算になる

ものと見込んでおります。 
 ２点目の、一連の利用券発行における試算についてでございますが、期間

限定利用券については、議会全員協議会でも説明したとおり、昨年１０月か

らの入館料の値上げに伴い施設の利用促進と町民サービスを目的に導入した

ものであり、あくまで利用者の負担を軽減のため導入するもので直接的に収

入増につながるとは考えておりません。しかしながら、入館者がふえること

による間接的な増収効果はあるものと考えております。 
 また、期間限定の優待券の発売については、ゆめろんが厚生労働大臣認定

の温泉利用プログラム型健康増進施設として県内２例目となる認定を受けた

記念として、期間限定の会社独自のサービスとして行ったものであり、町と

しては収入見込みなどの具体的な試算は行っておりません。 
 ３点目の、もみ殻ボイラー竣工式の主催者でございますが、設備を導入し

たもみがらエネルギー株式会社と運営を行う株式会社ゆめろんが共同で開催

しております。 

 ４点目の、もみ殻燃料の購入契約者でございますが、株式会社ゆめろんで

あります。 
 ５点目の、現時点の源泉の温度と湧出量でございますが、最新の温泉分析

書によりますと平成２５年２月２８日時点で泉温２８．９度、湧出量は毎分

２３０リットルとなっております。 

 ６点目の、ゆめろんに対する住民の評価でございますが、ゆめろんに対す

るご意見やご要望などたくさんいただいていると聞いております。中には施

設管理やサービス、従業員に対するお叱りの言葉などもありますし、逆に感

謝の言葉もいただく場面もございます。さまざまなご意見はございますが、

住民の評価は総じてよいものと認識しております。 

 今後も地域住民に対する公共サービスの充実と、あわせて健康福祉の増進

を図る施設として、また町の観光交流人口の増進を図る重要な施設としてサ

ービスの向上を図ってまいりたいと考えております。 

 以上であります。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 

 ６番、清水欣也議員の再質問を許します。６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは、再質問に入ります。 
 １番目と２番目にまず入ります。その１番目の決算見込みですけれども、

これは、今、決算見込みの金額を町長は言わなかったんですけれど、大体、

例えば１００万円赤字なる２００万円赤字になるというような、そういう予
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想は立てていないんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 最新の、１月末現在のデータでは、現在２３０万円ほどの赤字でございま

す。あと、２月、３月につきましては、この新型コロナウイルスの影響がど

の程度出るかまだちょっとはっきり読めませんで、今のところキャンセルが

宿泊で２５９人、宴会で５９９人のキャンセルが発生しておるということ

で、どのくらい収益がマイナスになるのか、ちょっと見込みが立てられない

状況でございます。いずれ、昨年の料金改定のときの推計では、約３００万

円程度の赤字を見込んでおりましたが、それより悪い数値になるのかなと危

惧しているところでございます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 
６番 （ 清水欣也 ） 

 いよいよ厳しい予想になってくるわけでございますけれども、２つ目の質

問に入ります。この、何種類かの商品を発行しましたけれども、今の町長の

話ですと間接的な効果は期待できるということで、その増収見込みは立てて

おりませんというような今の答弁でしたけれども、これ、そういうものなん

ですか、こういう商品を発行する場合は。普通、これくらいの増収になると

いう期待感を込めて発行するんじゃないですかね。何ぼなるかわからないけ

れども、まずやってみよう、発行してみようなんですか。どうでしょう。そ

ういうやり方をするものなんですかね、この商売というのは。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 回数券の特典といいますか、あれにつきましては、指定管理者であるゆめ

ろんの営業行為として行ったものでありまして、それについては町で増収の

試算は立ててございません。あと、それから入館パスポートにつきまして

は、常連利用者の負担軽減を図るということですので、町長答弁にもござい

ましたとおり、直接的に収入増になるとは考えてございません。ただ、こう

いう利用券といいますか、発行によりまして入館者数については確実にふえ

るだろうと考えておりますので、間接的に、例えばレストランの売り上げと

か、自動販売機の売り上げ、そこら辺については増加になるものと考えてお

ります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 
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 だから、その増加額は何ぼというふうには試算しないんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 現在は試算はしてございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それでは、３番に入ります。 
 もみ殻ボイラーの竣工式の主催者は誰かってお聞きしたんですけれども、

なぜこれを質問したかというと、この竣工式の写真を見たら、これ北羽新報

なんですけれども、この新聞を見たら、我が議長も副議長もこれさ載ってい

ないんですな。よく見たら、町長と副町長でしょうな、この２人は載ってい

るんですけれども。町長と副町長は参加していて、我が議長、副議長は参加

していないというのは何かこれはいわくがあったんでしょうか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 竣工式の主催者が設置事業者であるもみがらエネルギー株式会社と施設の

運営を行う株式会社ゆめろんで行ったものでございますので、議会にはご案

内をしていなかったようでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だって、この事業は町と業者の共同事業だって言っているんでしょう。共

同事業だったら当然町もだし、今これから問題にします、これは議決事項だ

と私踏んでいますので、その意味でも我が議長、副議長かは出席しなければ

おかしいんでないですか。共同事業でしょう、町の。それを何で、２人だけ

喜々として立っていて、こちらは立たないんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 町と業者との共同事業ということでございますが、これは環境省の補助事

業で実施した事業でございまして、事業申請のときに事業主体はもみがらエ

ネルギー株式会社で、町が共同という形になってございます。いずれ、その

設備の導入に係る経費につきましては、全てそちらの民間会社のほうで経費

負担ということでございましたので、竣工式のほうもそちらの主体という形



- 87 - 

になったものでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 どういうような形でやろうと、これは共同事業というからには、町が参加

しなきゃおかしい話でしょうって。それで、それに関して、じゃあその国庫

交付金のそれも業者が主導して、町がそれに共同して参加したんだから、そ

の交付申請書後で出してください。後日、ひとつ提供していただけません

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 その交付申請書につきましては、民間事業者のほうで行っておりますが、

町と民間事業者の間では補助事業の申請に係る覚書という形で協定は交わし

ておりますが。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 じゃあ、その覚書を後日提供していただけませんか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 はい。提供したいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それと、町長にお聞きしたいんですけれど、この華々しく取り上げられた

これがどうして、これどうして行政報告になかったんですかね。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 

 これは、あくまでももみがらエネルギー株式会社さんとゆめろんとの事業

ということで、正直申しまして町の予算というかそういうところは何も入っ

ておらないということで、今回は民間業者ということでやらせていただいて

おるところであります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それ、ゆめろんと業者だけの話だったら、あなたも出なくてよかったんで
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ないですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えいたします。 
 一応、ゆめろんのほうは私が不肖社長をやらせていただいておりますの

で、出席させていただきました。（「そういう話」の声あり）ちなみに副町

長は取締役でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 協定書があるという話ですので、後でいただきます。 

 それで、次の、今回の事業について。町は関係ないというような話をして

いますけれども、これは私は議会の議決事項だと、そういうふうに理解して

いるんですよ。それに関連していろいろ質問してまいります。 
 今回の、このボイラーそれからサイロ、この施設整備の建設ですよ、それ

から燃料購入、これは町が契約担当者となって実施しなければならなかった

ものだと思いますけれども、どうでしょうかという話です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 このボイラーにつきましては、施設の補助ボイラーという形で導入したわ

けでございますが、このゆめろんの設置条例それからゆめろんとの基本協定

書におきまして、施設の使用許可については指定管理者が行うということに

なってございますので、それに基づいて指定管理者のほうで許可を行ったと

いう形になってございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それは越権行為ですよ。あのね、関連施設の修繕とか改造、増築、移設、

これは町の責任で行うというのが基本的な方針、枠組みでしょう。これは、

協定書１５条の第１項に書いてある。それに、２項には改修費用１件５０万

円以上の物件は町で行うことになっているけれども、協定書１５条の２項に

ね。これは、業者が負担するので、町には負担がかからないから町の関与は

必要ないというのではないんですよ。町の負担があるないにかかわらず、５

０万円以上するような大事なものは、行政管理の管理上、町が責任を持って

実施しなければならないという町の心づもりをあらわしたものですよ、こ

れ。だから、これはゆめろんが実施するんじゃなくて、今回の事業は町で実

施しなければだめなんですよ。行政財産の管理上。今、財産の管理と指定管
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理の問題について後で議論しますけれども、こういうことなんですよ。だか

ら、誰が考えたってあの事業、ゆめろん独自でやれる事業ではないでしょ

う。それで、この協定書第５条の第１項を見てもこういうことなんだって、

私は思いますけれども、町長いかがですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 私のほうとしましては、町といいますか、支出額で判断したということ

で、経費がかからないということで、指定管理者のほうで（「おかしいでし

ょうって」の声あり）という判断をしたところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それじゃあ、金が動かなければ、あの行政財産をいかに使ってもいいんだ

か。それはおかしいよ。基本的な考え方、じゃあ皆さん間違っています。町

長、いかがですか。あなた方、行政財産というものの本当の価値というのわ

からないんだよ。例えばですよ、じゃあ、ゆめろんの土地に湯が出ないか

ら、今度１億円をかけて掘りましょうと。業者が成功報酬方式で、出たらお

金をもらいましょう、出なかったらお金は要りません、ああそうですかっ

て、じゃあ使ってくださいって、それでゆめろんが、支配人が決められるこ

とですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 確かに、ご指摘されればそうかもしれません。ただ、今回に関して言え

ば、その環境省事業を使ってもみがらエネルギー株式会社のほうで協力して

いただけるというところに甘えた部分は確かにあったのかもしれません。そ

のあたりは、しっかり反省するべきところは反省したいと思っております。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 あのね、これは町でやらなきゃだめなんだ。町が議会に諮らなければなら

ないものなんです。それをやっていないから、私、今回問題にしたんです

よ。料金の問題じゃないんです。行政財産の管理上大問題があるということ

で、私今回取り上げたんです。 

 次に入りますね。今回の事業というのは、これまでの説明からして、ゆめ

ろんの自主事業ですよね。そうでしょう。ゆめろんがゆめろんの判断で今こ

ういう事業をやったとおっしゃっている。まさに、ゆめろんの自主事業なん

ですよ、そうでしょう。それをちょっと、答弁してください。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 ゆめろん単独でということではなく、ゆめろんと町と協議して進めたとい

うことでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だったら、町が参加しなきゃだめでしょうって。ゆめろんじゃないでしょ

う。町がでしょう。町が参画しなければだめでしょう。何で、じゃあ今ま

で、だったら町関係ないって、ずっと今まで説明してきたんですよ。 

 どうであろうと、これ、協議したけれども、ゆめろんの自主事業でしょう

って聞いているんです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 ゆめろんの自主事業ということではなく、ゆめろんと町で共同でそれを進

めたという考えでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 そうすると、前の話と違ってきますよね。ゆめろんと共同でないという前

提で話をしてきたでしょう、今まで。あのね、ゆめろんの事業だとしたら、

これ、事業計画書出していますか、町に。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 ゆめろんから事業計画書は提出されておりません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 提出することになっているでしょう。それについて、町が承認しなければ

ならないということになっているじゃないですか。そういう意味でも、これ

は町が関与しなければだめな問題だと言っているんですよ、私。いかがです

か。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
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 町が関与しなかったということではなく、事業を進めるに当たっては指定

管理者であるゆめろんと町が協議を進めているところでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 じゃあ、事業計画出ていますかって。承認しましたか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 事業計画は出ておりません。したがって、承認という行為も行ってはござ

いません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それじゃあ、この契約がどういうような経過をされたか知りませんけれど

も、あの土地をどのように、貸し付けなのか、それから使用許可なのか、信

託なのか、それから負担付寄附なのか、支払い手段としての使用なのか、ど

ういう性格をもったあの土地の提供なんですか。お答え願います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 当時の判断としては、使用許可という形で判断してございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 当初というと、今はどういうことですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、地方自治法の中でも行政財産を貸し付け等はできないことになっ

ておりますが、平成１８年度の改正で設置の使用目的に沿って（「それはわ

かる」の声あり）その効果的に達成すると認められる場合は民間事業者にも

貸し付けできることとなっておりますので、それに基づき進めたものでござ

います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 じゃあ、貸し付けなんですね。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 当初は許可という形でしたが、貸し付けが妥当なのかなと、今は考えてご

ざいます。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 契約書上はどうなっているんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 契約等はございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 どうやって、じゃあ、行政財産を貸し付けするんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 先ほどの契約等はないというのは、町とゆめろんの間でございまして、町

と業者の間につきましては、先ほど申し上げたとおり、補助事業の申請の段

階での覚書を締結してございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 そのときに、どういうようなことを書いてあるんですか。行政財産、町の

財産を貸すということをうたっているんですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 覚書の中にその土地の、どのような形で貸すとか、そういう表記はされて

ございません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 何かおかしいじゃないですか。これね、貸したということに勝手にしまし

ょう。じゃあ、これを適正な対価で貸したと言えるんですか。 
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議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 本来であれば、その補助、もみ殻ボイラーにつきましては町でといいます

か、町で使うボイラーでございますので、本来であれば町が設置しなければ

ならない施設だったろうと思います。それを、今回業者のほうで設備投資分

を負担していただけれるという提案がなされたものですから、業者の提案に

基づいて貸し付けを行うということでございました。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それは、負担付贈与じゃないですか。負担付寄附じゃないですか、あるい

は条件付寄附じゃないですか。あるいは代物弁済ですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、地方自治法に基づく貸し付けというふうに考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 地方自治法は、適正な対価では貸してはならないんですよ。適正でないと

思った場合は、議会に議決を求めなければだめなんですよ。そこで、我々が

議決した場合は適正か適正でない価格であっても、我々議員がオーケーとゴ

ーサインすれば、それでオーケーなんですよ。そういう手続を、今回踏まな

ければならなかったと、私は言っているんです。地方自治法の９６条、適正

な価格で、対価でやらない場合は、やらないでそれを無視して、議決をしな

いで貸し付けした場合は、これは無効でしょう。（不規則発言あり） 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だから、この問題というのは、ゆめろんとその業者とだけで決められない

んだと。町が入ってこなければだめなんだと。そして、その町は我々議会に

議決を求めなければならないんだと。そういう論法なんです。だから、条例

違反、法律違反だって、私言っているの。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 ４，０００万円かかるものをただであなた方にやりますって、そのために

は、おらほのこの製品をもみ殻の燃料を買えと。そして、そのかわりにおめ
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え方の土地を貸せというのが今回の形でしょう。町は町でどうだか、町の側

から見ればどうだかというと、そのもみ殻売ってけれと、買うと、そのかわ

りその４，０００万円かかるサイロとボイラーをただで建ててけろと、そし

ておらほさけてけろと。そうすると、おら方がこの土地を貸せますよだ。こ

れが、ゆめろんと業者で商取引できますか。個人の土地であればいいよ、だ

けれども、これ、行政財産というれっきとしたもがあるわけ。これ、ゆめろ

んと間で商取引できっこないでしょうって。これは、こういうやり方の場合

は、通常でいかない場合は議会にかけなさいって言っているじゃないです

か。それをしない取引はだめですよって法律で言っているんだから、何でお

ら方さかけてけねかったんだ。おれ、それ言っているんだよ。そうすれば、

皆さんでこれはいいものだと、そういうやり方をしてまでもこれだば

やらせるべきだって、おらほ結論出したかもしれないわけよ。あるいはその

逆かどうかわからないけれども。そういうことを私言っているんです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 いずれ、我々も関係条例等の勉強不足でございまして、法令の理解度が不

足していたということで、再度法令を少し調査いたしまして、適正な形で進

めたいと考えます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 町長、こういう論理です。わかったすか。（「はい」の声あり） 

 それから、これは法律違反ですからね、言っておきますけれども。我々に

何で議決を求めてくれなかったかと、非常に残念に思います。知らないうち

に、この新聞出ているじゃないですか。動転した、これ。何と町長と助役と

２人で何と喜々としてテープカットに臨んでいるじゃないですか。明るい顔

して。だめですよ、これ、アウトです。 
 次に入ります。 

 源泉の温度ですけれども、このゆめろんができた当時の湯の温度というの

は６４．５度ありました。平成７年３月です。６４．５度。湧出量が５０リ

ットル、これは自噴で５０リットル、それが平成１６年１０月に３４度にな

りました。湧出量が４０リットルになりました。これも自噴です。平成１７

年の３月になったら、３２度になりました。湧出量が１８７リットルと突然

ふえました。これは、動力揚水にかえたから。それから、２５年２月、今町

長おっしゃった２８．９度、それから湧出量は２３０リットル、これも動

力。こうなってきますと、１年平均、平成７年から２５年までの１年平均で

２度ずつ下がってきたの。それで、今度、質問なんですけれども、今現時点

の温度は幾らかと聞いたっけ、町長が平成２５年２月の温度を言っているわ
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けですよ。それを私ちゃんと把握しているからわかるんですけれども、それ

から１０年間に１度は必ずこれを分析しなければならなくなっているでしょ

う、法律で。だからもう既にはかっていなきゃおかしいわけですよ。だか

ら、最新の温度を聞かせてくださいって私言ったの。だから、最新の温度を

教えてください。湧出量と。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 最新の温泉分析書が、その平成２５年２月２８日が最新版でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 だから、その後、１０年もたったからはかったんでしょうって言ってる

の。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 平成２５年からまだ１０年経過してございませんので、はかってはござい

ません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 そうですか、はいはい。だけれども、皆さんはかっているんじゃないです

か。こういう、ちょっと、皆さん正直に教えてちょうだいよ、はかったか。

これ、２０度くらいになっているはずですよ、もう。どうです。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えします。 
 この間もゆめろんに確認しましたが、源泉のほうには温度計は設置してい

ないということですので、今現在わかるのはこの温泉分析書の温度しかござ

いません。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 いやいや、聞こえてくるんですよ、今ゆめろんの温度２０度くらいだっ

て。そういうのがもう聞こえてきているんですよ。課長、あなた正直な人だ

から、はっきりしゃべったほうがいい。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 
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商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 

 それは多分、源泉からゆめろんに送ってきたタンクのところの温度なのか

なと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 それで、町長に質問なんですが、いずれこうなると、今大体２０度なんで

すよ。これからまだ１度か２度くらい１年ごとに下がっていく。そうする

と、ますますこの湯を沸かすための燃料をつぎ込まなきゃならない。これ、

大変ですよ。そういう意味で、私、全体を、ゆめろん考えれば、ゆめろん大

丈夫かなって、そうやって心配しているわけです。あるいは、新たな源泉を

掘らなければならない事態になるんじゃないですか。あるいは、それはやめ

だと、あくまでも沸かし湯でいくと、金かかっても仕方がないという方針を

とるか、いずれその決断をする時期が間もなくやってくるんじゃないかと、

そういうふうに思っていますが、町長はいかが思っていますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 先ほど来、源泉の温度の推移を見ますと、確かにだんだん下がってきてい

るんだろうなと思っております。今、今回もみ殻ボイラーを竣工したことに

より、そちらの経費は軽減されるとは思っておりますが、肝心の温泉として

どうなのかという部分はこれからやはりしっかり、源泉の温度それから湧出

量、そういうところはしっかり見ていかなければいけないと考えておりま

す。今後のことについては、そういうデータに基づいた後でしっかり協議し

て検討していきたいと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 いずれ、大きな問題が間もなくやってくると思います。 
 最後に、ゆめろんに対する住民の評価の話ですけれども、正直言ってゆめ

ろんに対する評価は高くないんですね。その内容は何かというと、皆さん

が、住民の方たちが言っている何がどうなのかを整理してみると、一つは脱

衣所が狭いなんですな。それから、肩がぶつかって、隣のおやじと肩ぶつか

るのが非常に嫌だとこういうの。それから、さざなみ苑との料金体系が非常

にわからない。みんな、３００円で入っている人もいるし、おらは５００円

で入っている、こればかくさいって、こういう単純な話。それから、料理が

まずい割に高いと。それから、従業員の態度やサービスが悪い、こういう感

じですな。そのために、この赤字の何百万円につながるかどうかはわかりま
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せんけれども、ゼロではないでしょうね。町長にお聞きしますけれども、こ

の管理運営の、サービスも含めたこれで一つ考えることはないですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 確かに、議員ご指摘の部分は私のほうにもたまに耳に入る部分はありま

す。その都度、担当課を通して一応ゆめろんにはこういうお話がありますよ

ということはお伝えさせていただいております。少しでも、それこそ利用者

の方々に気持ちよく使っていただけるように、これからもそういうサービス

についてはしっかり改善していきたいとこのように思っておりますので、よ

ろしくお願いします。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 最後に、意見を申し上げます。 
 私、この今、例の法律違反の話も出しましたが、これはなぜかというとガ

バナンスの問題として取り上げたわけですよ。皆さんの、役場の、町として

の関与が、ゆめろんへの関与というのはほとんどない。非常に危険なのは、

あそこが治外法権化しているの、ゆめろんが。言葉を変えて言えば、もしか

してブラックボックス化していないだろうかと、そういうふうな私は危険さ

えしております。まさに、ガバナンスの問題だと私は捉えております。 

 副町長も役員ですから、このあたりをしっかりと見きわめていただきたい

んですけれども、副町長、その心構えをちょっとおっしゃってください。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 副町長。 

副 町 長 （ 檜森定勝 ） 

 ただいま、清水議員からいろいろご指摘等、サービスを含めご指摘いただ

きましたので、あとガバナンスの点も含め、改めてゆめろんのほうと協議し

ながら指導してまいりたいと思います。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 最後に、最後２回になりましたけれども、例の、この事業に対する法令違

反と私は思いますけれども、この点についてはひとつ、もう一度検討して、

それなりの対応をして、議会に報告していただけませんでしょうか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 

 商工観光交流課長。 

商工観光

交流課長 

（ 桜庭勇樹 ） 

 お答えいたします。 
 再度、法令を調査いたしまして、その結果について議会にご報告したいと
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考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番。 

６番 （ 清水欣也 ） 

 終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ６番、清水欣也議員の一般質問を終わります。 

 次に、３番、伊藤千作議員の発言を許します。３番、伊藤千作議員。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 それでは、一般質問を行います。 
 第１として、道路除排雪請負業者へ経費の保障制度をつくることについて

であります。 

 暖冬少雪により、除排雪を請け負う建設業者に経費の保障制度が必要だと

思います。今年度の当町の除雪経費は、町長の行政報告で２月上半期まで

で、直営及び委託料を合わせて３，２３７万８，０００円となっており、昨

年同期との比較では３，４１３万７，０００円の減となっている旨の報告が

ありました。 
 建設業者にとって、冬場の除排雪は貴重な収入源であり、他の仕事はあっ

ても除排雪がなければ経営は苦しくなる業者もおります。オペレーターの中

には、冬場は除排雪の収入だけという人もおります。県議会でも、経費の最

低保障制度が議論になっております。除雪機械をリースしている業者は、少

雪でもリース料の支払いは生じます。自社で機械を保有している場合も整備

や保険などの経費がかかります。このままでは、除雪にかかわる業者が減っ

ていくのではないか。そうなれば、除雪のおくれにもつながってまいりま

す。当町も、何らかの手だてを講じて保障制度をつくる必要があるのではな

いでしょうか。 
 次に、気候変動「非常事態宣言」を自治体から行っていくことについてで

あります。 

 地球温暖化対策を求める運動が、スウェーデンの高校生で環境活動家のグ

レタ・トゥンベリさんの呼びかけなどに呼応して、日本でもＣＯＰ２５に向

けた「グローバル気候マーチ」が全国で取り組まれ、学生を中心に自治体に

対して「気候非常事態宣言」を上げるよう求める動きが広がっています。 
既に市町村では、昨年９月２５日の長崎県壱岐市を初め、神奈川県鎌倉

市、長野県白馬村、福岡県大木町、鳥取県北栄町、大阪府堺市のほか、県レ

ベルでは長野県が宣言をしております。 

 白馬村の高校生の署名を集めての要望をきっかけに、村議会１２月定例会

の村長冒頭挨拶において「気候非常事態宣言」の表明となったこと、その報

道などが県内世論を強め、県議会での総意としての決議が長野県としてこの

「非常事態宣言」につながったのであります。 
 当町としても宣言を行ったらどうでしょうか。 
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 以下、「白馬村気候非常事態宣言」を紹介したいと思います。白馬村の非

常事態宣言です。 

 ２０２０年度以降の地球温暖化対策の枠組みとして、温室効果ガスの排出

量が急増している中国、インドを含む１９６の国連気候変動枠組み条約加盟

国が、気候変動の脅威とそれに対処する緊急の必要性を認識し、その対処の

必要性を目標としたパリ協定の本格的な対策が始まります。２０３０年まで

に、地球温暖化対策の行動を引き上げなければ、産業革命前の水準から地球

の平均気温上昇を１．５℃に抑制する道は閉ざされると言われており、人類

が１．５℃目標の実現のため、これから５年から１０年が最後のチャンスと

認識するとともに、覚悟を持って行動を実施できるかが、生活や経済、ひい

ては地球の行く末をも決定づけることになります。世界の温室効果ガス排出

量は、今なお増加を続けております。今こそ、危機感を共通認識するととも

に、地域社会における資源循環を高めながら、気候変動に対する取り組みを

大きく加速させなければなりません。日本でも、これまで感じたことのない

酷暑、台風の強力化、短時間における集中豪雨など、全国各地の気候変動に

起因すると考えられる異常気象が多発し、これにより多くの被害が発生して

おります。本村は、雄大な北アルプス白馬連邦のもと、国内外の人々を魅了

するパウダースノーを含む、四季を通じて類いまれな山岳自然環境と、里山

を初め姫川源流など豊かな美しい自然と景観に恵まれています。これまで、

将来の村づくりの姿を、北アルプス山麓の自然に恵まれた村であるからこそ

できる村ごと自然公園と位置づけ、現在は魅力ある自然を守る村を村づくり

の基本目標として本村の発展を目指してまいりました。地球温暖化に起因す

る気候変動は、本村にとっても極めて深刻な脅威であり、雄大な自然の恵み

を受けてきた本村だからこそ、今こそ村民とともに気候変動に対して行動を

起こさなければなりません。ここに、気候非常事態宣言をすることにより、

この危機的状況に正面から向き合い、再生可能エネルギーにシフトするな

ど、将来の村民に持続可能な社会を引き継いでいけるよう、次の活動に取り

組みます。 

 １、気候非常事態宣言により、村民ともに白馬村から積極的に気候変動の

危機に向かい、他自治体の取り組む模範となります。 

 ２、２０５０年における再生可能エネルギー自給率１００％を目指しま

す。 
 ３、森林の適正な管理による温室効果ガスの排出量抑制に取り組むこと等

により、良質な自然環境を守ります。 
 ４、四季を肌で感じることができるライフサイクルや、四季を通じてアク

ティビティーの価値観を村民一人一人が大切にします。 

 ５、世界水準のスノーリゾートを目指すために、白馬の良質なパウダース

ノーを守ります。 

 令和元年、下川白馬村長の名で、非常事態宣言を行っております。 
 地球温暖化、気候変動の問題を正面から取り組み、気候非常事態宣言を当
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町も行うよう、取り組んでいったらどうでしょうか。 
 以上の点を訴えまして、壇上での質問といたします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の壇上での質問が終わりました。 
 当局の答弁を求めます。町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 それでは、３番、伊藤千作議員のご質問にお答えいたします。 

 初めに、道路除排雪請負業者へ経費の保障制度についてお答えいたしま

す。 
 小澤議員への答弁と重複いたしますが、町と除雪委託業者間で交わしてい

る道路除雪等業務委託契約により、委託期間内において１台当たりの稼働時

間が２０時間に満たない場合はその差額分を支払うものとしておりますが、

次年度以降、見直しを検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解の

ほど、お願い申し上げます。 
 続きまして、気候変動非常事態宣言についてお答えいたします。 
 近年、日本を含め全世界でさまざまな異常気象が観測されております。世

界気象機関の発表によりますと、一連の異常気象は温室効果ガスの排出量の

増加による長期的な地球温暖化傾向と関係しているとされております。 

 地球温暖化に起因する気候変動は、最近における夏場の酷暑や台風の巨大

化、またこれまでに経験のないほどの雨量による豪雨災害など、危惧される

ところではありますが、議員ご提案の非常事態宣言につきましては、町民の

総意が必要であると考えておりますので、現段階では慎重に検討し今後の判

断とさせていただきたいと思っております。 

 なお、引き続き地球温暖化防止に向け、森林の適正管理事業や再生可能エ

ネルギー関連事業などの推進を図り、温室効果ガス排出の抑制に努めてまい

ります。 
 以上でございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 当局の答弁が終わりました。 
 １４番、安藤議員より早退の届け出が出ております。許します。 

 それでは、３番、伊藤千作議員の再質問を許します。（不規則発言あり）

済みません。 

 ただいまの出席議員数は１４名であり、法定数に達しております。引き続

き、一般質問を続行いたします。 

 ３番、伊藤千作議員。 
３番 （ 伊藤千作 ） 

 最初に、除排雪の件ですが、町長の答弁は委託契約を現在結んでいて、２

０時間を超える部分の差額分を支払うというふうなことでありましたが、今

回はどのくらいの時間の稼働になっているんですか。 
議  長 （ 金子芳継 ） 
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 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 ２０時間を超えた分ではなくて、最低が２０時間までを保障しますという

ことで、２０時間に満たない場合、その分までを保障しますということで、

この制度、契約の中にうたわれたのが平成１９年度からでございます。今

回、初めてこれが対象になりまして、委託契約しております機械２８台ござ

います、その中で２０時間に満たない機械が２台あります。それぞれまず３

時間程度少なかったわけでございます。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 そうすれば、これに基づいても大した金額の保障になりませんね。皆さん

が言う、２０時間を最低保障にして、超えた分を云々ということでいくと、

大した金額にならないと私は思います。 

 行政報告で、私、そこで言いましたけれども、町長が今回は３，２３７万

８，０００円の除雪費がかかったと。昨年同期では、３，４００万円くらい

少ないということでありました。そうすれば、今言った２台分の２０時間に

満たない分は、２８台のうち２台分だと。これ金額どのくらいですか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 約２０万円弱だと思っております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 そうすれば、こういう大変な暖冬で、小雪のとき、今の契約のままでいく

と業者への保障はたかだか２０万円という実績を踏まえた上で、こういうふ

うなことでいきますと、非常に業者としては経営のやりくりが大変な状況に

なるだろうと思います。その中で、町長は次年度からこれ見直しを行うとい

う答弁でもありました。どういうふうに直すかだと思うんです。今、県議会

でもいろいろ論議になっているようなので、あるいは今既にもう出動以外の

部分をもう保障するということもやっている自治体もあります。どういうふ

うに、どこに焦点を当てて、どういうふうに見直していくのかと。県議会の

見直し、今やっている部分というのはわかりますか、どういうところを見直

そうと、どういうふうにやろうとしているのか。そういう点は、建設課長、

わかりますか。 

議  長 （ 金子芳継 ） 
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 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 
 秋田県のほうでもまだ、各県内市町村にそれぞれ照会をかけている状態で

ございます。県では、まだどうするとか、まだ私たちのほうにはおりてきて

ございません。ちなみに、能代山本管内でございますけれども、この最低補

償のあれは、隣の能代市では１２時間、契約期間内の最低が１２時間、八峰

町はこれまではございませんでした。同じく、藤里町も全て直営でございま

すので、最低補償はございませんでした。 
 以上です。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 そうすれば、この、去年は大雪であったか、そうでもなかっていうことに

なれば、今ここで言ったように、約半分くらいなんですよね、去年に比べて

もことし半分くらいの支出ということでなっていますので、今後どうなるか

わかりませんよ、わからないけれども、来年以降どうなるかわからないけれ

ども、多分こういう小雪、要するに雪が降らない暖冬のときって、案外ある

かもしれない、今後ね。そこに、やっぱり業者に十分な補償をやっていくっ

てなれば、これはちょっと大幅っていうか、今のようなやり方でなくて、も

う大幅に見直すというか、そんな感じでやることが必要なのではないかなと

いうことになれば、業者も安心してこれに取り組めるということになろうか

と思いますけれど。 

 例えばね、例えばですよ、例えば。今の、この３，２００万円じゃなく

て、合計、去年の合計の６，６００万円云々のところまで補償するような契

約内容にしていくというふうなことなども考えていったらどうですか、町

長。そうすればもう、業者も安心して取り組みを強めるということになると

思うんですよ。まず、建設課長、どうだ。町長に、そういうふうに。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 建設課長。 

建設課長 （ 進藤 敦 ） 

 お答えいたします。 

 今、この２０時間というのが、合併前の年、大雪がございました。それ

で、その年の、年間１億ちょっと除雪費かかっておりまして、その合併、最

初の平成１８年度、その年が今までの集計すると、まずその当時と今と機械

の台数と稼働単価が違うわけで単純に比較はできませんけれども、そのとき

が除雪費１，０００万円ちょっとしかかかってございません。今回は、また

このとおり記録的な雪がない冬だと言われておりますが、さっき町長の行政

報告でありましたとおり３，０００万云々かかっておりますので、私としま

してはまず、議員おっしゃるようにできればはよろしいでしょうが、そのた
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めにまず、町の財政を圧迫はしたくはないと、そういう考えでございます。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 町の財政を圧迫しない程度に、しない程度に見直していくというふうなこ

とでやっていただきたい。今よりも大幅によくして、県議会のことなどもい

ろいろなことを踏まえて、今よりはるかによくなったなということが言える

ように、ぜひ見直していただきたい。 
 町長、まず、最後にそのことをちょっと。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 
 県内でも多分、雪の多い少ない、当然あると思います。三種町内でもやは

り八竜地域と上岩川、下岩川地域は当然降雪量が違います。一概に引くのは

難しいことではありますけれども、あくまでも契約がこれでよしとして業者

と委託契約を結んでいるものでございますので、まず、原則はまずそこにあ

ると私個人は思っております。ただこれから、やはりこういう雪が少ないの

が常態化してくると、やはりそのあたりは考えていかなければいけないだろ

うと。それは当然同じような気候条件の町村も含めて、そういうところとも

いろいろ情報交換しながら、最終的に決断しなければいけないかなと、この

ように考えております。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 ぜひ、いい方向に見直しをしていただきたいということを申し上げて、次

に移りたいと思います。 
 それで、地球温暖化の問題が今もう大変な大きな問題になってきておりま

す。これは、運動としてはどちらかいうと若い人がこの温暖化に対して非常

に憂慮をして、運動を広げて起こしていっているというのが今の世界の現状

だろうと思います。一番、皆さんもご承知のように、いろいろテレビに出て

きたりしているあの少女ね、さっき私言いましたスウェーデンの高校生で

す、環境活動家のグレタさんね、あの人が有名なのですけれども、あの人も

中心になって若い人が大いに地球温暖化の運動を、今世界で広く運動が起き

ております。これは、やっぱり、今地球温暖化って危機的な状況だっていう

のは共通認識として今みんな持っていると思うんです。それは、例えば２０

１５年に採択されたパリ協定ってあるんですけれども、その中で世界の平均

気温上昇は、産業革命前ってかなり前ですよ、産業革命前と比較しても２度

より十分低く抑え、１．５度に抑制する努力目標を今設定している。１度と

か２度とかって、たかが大したことないように見えるけれども、この１．５
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度というのがもう大変な、地球を破滅的にだめにするかどうかの境目である

ということで言われているんです。この、そういう、枠内におさめるってい

うことが今打ち出されているんですけれども、１．５度の上昇であっても今

深刻な熱波とか嵐、水不足、山林火災、食料生産の不安定化などが今世界で

続々と生じてきているということで、この１．５度以内におさめないと、今

地球が破滅的な状況に、３０年後は導かれるという危機感に基づいて、今、

こういうふうなことがやられているんです。ですから、日本でもそういうふ

うなところに持っていかなければならないのですけれども、日本では台風と

か、皆さんご承知のように豪雨災害の大規模化、猛暑による米の生産への打

撃、そして海水温上昇による不漁など、さまざまな深刻な影響が今出てきて

おります。ところが、世界のジャーマンウォッチという組織があるんだけれ

ども、地球温暖化の影響が指摘される豪雨や熱波など、気象災害の影響が大

きかった国のランキングが発表されているんです。そして、２０１８年は日

本がワーストワン。ワーストワンですよ、となっております。にもかかわら

ず、日本政府は石炭火力発電所を増設あるいは輸出し、削減目標の上積みを

拒否しております。そして、環境ＮＧＯから何度も化石賞を得ているという

ふうな状況なんです。ですから、これは、ちょっと日本政府というのはなか

なかその方向に踏み出せないような政府のもとで、我々生活しているんです

けれども、しかし各地で、この地球温暖化はこれ以上だめだっていうこと

で、環境宣言があちこちで出されてきているというふうな、気候非常事態宣

言ね、あちこちで出されてきているということだろうと思うんです。ですか

ら、この三種町でも、町長、率先してこの郡内、あるいは県内、県内まだ１

つもないんですから、率先して宣言やれば「お、三種町、すごい」というこ

とにつながるんですって。何でもいいから先につくらないとだめなんです

よ、本当。これをやれば「お、三種町は率先してやっているな」ということ

になるので、ぜひ、町長取り組んでくださいよ。もう一度。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 町長。 

町  長 （ 田川政幸 ） 

 お答えをいたします。 

 先ほど、白馬村の宣言のほうにもありましたとおり、宣言してその後いろ

いろな行動指針だとか、そういう部分もやらなければいけないということ

で、これは私が宣言するだけではなくて、やはり町民皆さんがしっかりその

宣言を理解した上でよしとしなければいけないと私は思っております。これ

は、議会の皆さん含め、そういう環境が整ったときに、しっかり判断したい

なと思っていますので、よろしくお願いします。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番。 

３番 （ 伊藤千作 ） 

 まずね、町長の姿勢が大事なんです、これ、何っていったって。町長がや
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ろうという方向に持っていければ議会も町民も大体ついていくんです。です

から、町長これから、これらについてちょっと検討を加えてもらって、いい

方向になるように、ぜひ率先してこれらについての運動を高めてもらって、

行く行くは三種町が一番であったというふうになれるように頑張ってくださ

いということを申し上げて、終わります。 

議  長 （ 金子芳継 ） 

 ３番、伊藤千作議員の一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 
 本日はこれで散会します。 
 ご苦労さまでした。 

  

 

                         午後３時０４分  散 会 
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